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よせの台遺跡は,茅野市米沢塩沢にあり,標高 1086.7mの朝倉山の西に隣接する山塊の西麓 か

らのびる舌状台地上に位置している。

また, この遺跡は霧ケ峰山塊南麓に展開する遺跡群の中の一つで,そ の代表的な駒形遺跡の東600

mに所在する。

このよせの台遺跡の西部分に,茅野プラスチック製作所がちの上原より移転新築による工場敷地

造成前に,緊急発掘調査 して記録保存することになったのである。

この発掘調査作業は,昭和51年 6月 12日 より7月 19日 までの約 1ケ 月間,茅野市教育委員会が実

施し,尖石考古館の宮坂虎次・鵜飼幸雄 と守矢昌文 (大正大学生)が担当して行った。

発掘面積は 460m2で ,竪穴住居l■ 13基 と小堅穴 22が検出され,出土土器 は縄文の早期から前

期 。中期・後期の各型式が網羅されている。

本遺跡の調査により,は じめていくつかの知見を得ることが出来,改めて霧ケ峰南麓の遺跡群の

重要性を確認するとともに, この報告書の第 V章のような幾多の成果と課題を投げかけることにな

った。

この緊急発掘調査が,無事完了したことは,土地所有である茅野プラスチック製作所社長庄毛好

秋・同専務庄毛照秋の両氏の絶大なるご理解 とご援助によるものである。ここにッふから敬意 と感謝

をささげる次第である。

おわりに, この緊急発掘調査報告書が, このような形で発刊出来ますことは,例言に掲げました

発掘調査及び報告書作成に関係された諸賢のご指導ご協力に対し,深甚なる感謝を申し上げて序文

としたい。

昭和 53年 3月

茅野市教育委員会

教育長 木 川 千 年
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1。 本書は茅野プラスチック製作所の移転工事に伴うよせの台遺跡の調査報告書である。

2.発掘調査は昭和 51年 6月 12日 より7月 19日 までの約 1ケ 月間に渡って実施した。遺物の整

理等は昭和 52年 4月 から昭和 53年 2月 まで尖石考古館において行なった。

3.本報告書の作成は宮坂虎次と鵜飼幸雄が担当した。実測等は鵜飼幸雄 と守矢昌文 (大正大学生)

が行ない,出土品の整理・復原には宮坂篤夫・柳平嘉彦両氏に多大な協力を賜った。

4.石器の一部及び石製品の石質については両角昭二氏 (岡谷市神明小学校)に鑑定していただい

た。

5。 発掘から報告書作成にいたる過程で次の諸氏に御教示を賜った。記して深 く感謝の意を表した

い (敬称略)。

会田 進・太田敬吾 。唐木孝雄 。斎藤 隆・佐藤 攻・先崎忠衛 。武居幸重・中村宏文・長崎

元広・藤田富士夫・宮坂光昭・武藤雄六・柳沢士郎・山口 明。

6。 関係者名簿
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嶋 斎 。矢崎孟伯。

(2)教育委員会事務局
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第 I章 調査経緯

昭和 51年度は4月 早々より,茅野市運動公園内駐車場建設予定地の下ノ原遺跡の緊急発掘が行

われ, その年学業を終えて,尖石考古館の職員 となった鵜飼幸雄が専 らその任に当っていた。そし

て,約 2カ 月近い下ノ原の調査 も最後の測量の段階にまでこぎつけていた。たまたま6月 1日 ,米

沢北大塩に在住し,中学生時代より考古学に関′bを もち,地元米沢地区の埋蔵文化財分布調査等を

手がけていた小松良幸君 (長野県考古学会員)か ら, ませの台遺跡にブル トーザーが入っていると

の電話による通報が教育委員会事務局に入った。事務局で直ちに現場に趣いたところ,工場建設の

ための整地作業が始ったところで,若子の桑株が抜根されていた。工事は茅野プラスチック製作所

の施工するもので, ちの上原の工場 を移転するためのものであった。ちょうど工事開始 ということ

で現場に来合わせた同社社長庄毛好秋,同専務庄毛照秋両氏に,遺跡地であること,事前に発掘調

査を必要 とする旨等説明したところ,直 ちに発掘終了までは工事を見合わせることを承諾していた

だくことができた。

6月 10日 ,緊急発掘 を文化庁に提出し,同 12日 に下ノ原遺跡より発掘器材 をそっくり運搬 し,

グリットを設定した。 6月 15日 から発掘作業を開始し, 7月 19日 に現場における全作業を終了し

た。発掘 した面積は 460m2で,竪穴住居址 13基 (前期前葉 3,前期後葉 1,中期 9)と 小竪穴 22

が検出され,出土土器は早期押型文から,前期 。中期・後期の各型式を綱羅 している。

発掘は緊急のことであり,茅野市文化財審議委員会を諮問機関として,教育委員会直営の事業と

して実施した。

なお,発掘調査が無事完了したことは,土地所有者である茅野プラスチック製作所社長庄毛好秋

氏,同専務庄毛照秋氏の深い理解に負うところが大 きく,物心両面に亘 りご援助をいただき,発掘

費の一部を負担していただいた。厚 くお礼申し上げる次第である。
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第H章 遺跡概観

諏訪盆地の東北郡,諏訪,小県,北佐久の郡界をなす霧ケ峰山麓の南縁は, その支峰朝倉山から

永明寺山の支峰鬼場城址にかけて約 3.6kmに亘 り上川沖積地の発達により孤状に弯曲する。この沖

積地と,霧ケ峰南裾の小澳流によるいくつもの扇状地の接触地帯に,茅野市米沢を構成する各集落が

発達し,東から塩沢,一本木 (北大塩の新田),北大塩,鋳物師屋 (埴原田の新田),埴原田の部落

が地形に沿って立地する。この地域は,北に霧ケ峰を負い,南は上川沖積地で開けて,上川により

侵触された八ヶ岳山麓台地に相対し, 日照もよく地味も肥沃で,稲作の適地として,古 くから集落

が発達した。また延喜式による官牧時代,信濃十六牧の一つとしての山鹿, または塩原牧の所在地

として伝えられ,塩沢,北大塩,埴原田はいずれも古村である。

一帯はまた紀文時代遺跡の分布が濃厚で,霧ケ峰山塊南縁の小丘や扇状地に,弓状に弯曲する地

形に沿って大小 16ケ 所の遺跡が点在する。これら遺跡は地理的に,和田峠の黒曜石搬出ルー トの

末端部の基地的性格を有し,黒曜石制片の表面散布が著しく,その多くの遺跡から早前期からの遺

物が検出されている。その代表的な遺跡が,よ せの台遺跡の西 600mに位置する駒形遺跡である。こ

の遺跡は茅野市最大の水源地大清水を控える大規模遺跡で,昭和 36年に発掘調査されて,組文早
期末および中期の竪穴住居址 と,早期から後期に亘る遺物が検出されている。

よせの台遺跡は,朝倉山 (標高 1086.7m)の 西に隣接する山塊の,西麓からのびる舌状台地上に

立地する。山裾から台地突端までの長さは約 310m,遺跡附近の台地の幅は約 50mと 比較的狭い。

台地中程までは水田に,先端部附近が畑として耕作されていた。台地の南 450m離れて,自樺湖・

蓼科山 。天狗岳をそれぞれ水源とする音無川 。滝之湯川・渋川が,朝倉山の南麓で合して上川とな

り,西流して次第に沖積地を発達させる。台地突端部前面は,霧ケ峰溶岩台地より発するよきとぎ

川と北山川の二澳流の形成した緩傾斜の扇状地で, ここに一本木新日が,そ して,その上方に一ノ

頼,柴ノ木の二遺跡が所在する。

朝倉山は,塩沢城または朝倉城とも呼ばれ,戦国時代の山城あるいは狼煙台と伝えられている。

遺跡の西南方の水田中に怖帯温泉というがぁり,「諏訪郡諸村並葛跡年代記」承応元年 (1652)の記

事に「一本木新田下清水上に鯨書之湯往古は小児杯引込水塩にて埋 り候由今は毛見河原也」 とある。

利用は何回か中断されたようであるが,現在は茅野市老人福祉センターが建設され,温泉を利用し

ている。

よせの台遺跡は,昭和 25。 26年頃諏訪清陵高校地歴部により発掘調査され,縄文中期の住居址

が検出されたようであるが,その詳細は明らかでない。地点は今回の発掘区の東南に隣接する畑と

のことである。また,昭和 27年には諏訪考古学研究所による台地突端の発掘調査があり, その時

は中期の遺構・遺物は発見されなかったとのことである。
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第Ⅲ章 遺

第 1節 住 居址

第 1号住居址 (第 4図,図版

第 2-1)

台地北側肩部に構築 された住

居址であり,発掘区北西隅に位

置する。住居址の西壁に相当す

る部分は調査できなかったもの

の,ほ ぼ全体のプランを把握す

ることができた。

住El■は,第 1層の耕作土 と

第 2層の炭化物・ロームの粒子

を含む黒褐色の覆上で覆われて

いる。南壁下には,第 3層 の責

褐色の三角堆上が形成されてお

り,PЮ 内は覆土 よりも若千黄

味が強い層が堆積 している。遺

物は数点の床面出土品以外は,

住EIL中央部を中ッbに床面より

9～ 20cm浮 いた覆土 より主に

出土した。台地北縁肩部に位置

するという性格上,特に北壁・

西壁部はローム面までが浅 く,

ために桑の根等による攪乱が及

び,不明瞭な部分もあった。周

濤内ピットは別 として,床面に

検出された月、ピットは,多 くが

根痕によるものであろうか。

住居址平面形は 520× 540cm

の隅丸方形を呈 し,主軸は N―

9            ♀m

第 4図 第 1号住居址 (1/80)

-5-



12°―Eであり,出入口部は主軸より東によった P5と P7の 間と視 られる。

埋甕 (第 30図 1)は ,プランが丁度隅丸になる南東壁寄 りの入口部 島 の脇に,胴下半欠損・正

位の状態で埋設されている。掘 り方内は褐色土で埋めており,埋甕内は覆土 と同様なロームの粒子

を含む褐色土がは入 り込んでいた。埋甕は主軸線とは 39° 東にずれて位置してお り, この線上には

床面より12cm浮 いた位置に,胴下半・口縁部欠損の土器 (第 30図 2)が逆位の状態で出土した。

P4は断面タライ状の屋内貯蔵穴と視られる力ヽ 遺物は出土しなかった。炉址は床面より20cmほ ど掘 り

込ん亀 比較的大型の炉址であり,四周共に炉石は抜き去られている。炉址内には焼土が残り, ロームの

粒子を含む焼土混りの層が焼土の上を被っている。周濤は,出入口部周辺において第‐次住居でのものが

不明瞭ではあるが,同′と、円上に二本め ぐっている。内側の周濤は北側を中,いに床面清掃後にその存

在が明らかになったものであり,詳 しく観察できなかったが,若子の張 り床状の行為がなされてい

たものと視 られる。柱穴はPl～ PЮ までであり, そのうち主柱穴と視 られるPl～ P4・ P6～ P9ま では

二個づつ組を成してお り, その在 り方は周濤のそれと共通している。

本址は,周濤と柱穴の在 り方より視て同′と、円上に一回の拡張が行なわれた住居址である。柱穴配

置は,第一次住居では四本主柱であり,拡張に伴い新たに P5と PЮ が用意され,第二次住居では六

本主柱へと変わっている。

出土遺物は,石器では石鏃・石鉾 。打石斧・磨石斧・凹石が出上し,上器は図示 したもの以外に

把手式吊手上器の同一個体把手部が一組炉址上の覆土中より出土した。本住居址は曽利 H期に相当

する。

第 2号住居址 (第 5図 ,図版第 2-2)

本址は発掘区南の比較的台地南縁に近い位置に構築

された住居址である。耕作土 と覆土は薄 く,覆土も含

め地表下 18cm前後でローム面に達する。また,ロ ー

ム面からの掘 り込みが浅いため,壁の把握は困難であ

った。 しかし,周濤の掘 り込みが明瞭であり,一部を

除いてほぼ全周するため,プランは周濤を追うことに

よって容易に把握できた。

本址は, その西壁部を4号住居址 によって切 られ,

また 5号住居址の一部に乗るという, 4号住・ 5号住

との重複関係にある。

住居址の平面形は440× 390cmの 縦長楕円形であり

主車由は,N50°―Wで ある。主柱穴はPl～ P8の 八本

柱である。周溝は8cmほ どの深さをもってほぼ全周

し,周濤内には小ピットが穿たれている。P10は 楕円

9              ♀m

第 5図 第 2号住居址 (1/80)
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形を呈する断面袋状の屋内貯蔵穴であり,深 さは86cmと 柱穴の掘 り込みよりも深い。貯蔵穴内に

は一″くの凹石と13個の扁平・角張った河原石が遺存しており,そ のうち一′点は焼けていた。 炉内
には焼土が残り,焼土の上を焼土混りの褐色土が被っている。炉石は西辺のものが抜き去られてお

り,第 30図 8の上器が二枚重ねた状態で炉址の握 り方内に埋められ,北辺 と東辺の炉石の間をお

さえる様にして用いられていた。床面は炉址周辺においては特に堅緻であり,炉址南側は,円形の

断面が皿状に若干周囲よりも窪んでいる。住居址出入口部は5号住居址の一部に乗っており, 5号

住居址 とは 10cmほ どのレベル差を持っている。このため重複する部分は埋め立てて貼 り床を行な

っていたと思われるが,詳 しく観察できなかった。埋甕 (第 30図 10)は , 出入口部柱穴 P6の内

側脇に,日縁部欠損・正位の状態に埋設されている。埋甕内・掘 り方内共に暗褐色土が入り込んで

おり,埋甕内からは遺物は出上しなかった。出土遺物は土器片・石α族が覆土より出土したのみで,

量的には少い。住居址の時期は埋甕より視て曽利Ⅳ期である。

第 3号住居址 (第 6図 ,図版第 3-1)

本址は台地のほぼ中央平担面に位置し

ている。住居址の南側には土拡状 ピット

と第 22号小竪穴が存在 し, この部分だ

け重複 している。重複 している部分の壁

と床面はそれぞれロームによって貼られ

ていた。覆土は耕作土層を含めて三層に

分かたれる。第 2層覆土は, ロームの万、

粒子や炭化物を含む褐色の層であり,壁

下にはロームブロックを含む責褐色の第

3層 が形成されている。遺物は床面より

5cm以上浮いた覆土より出土している。

住居l■の平面形態は,南東壁部が若千

張 り出した,円 を基調 とした不正円形を

呈 し,460× 460cmの 規模を有する。床

面は堅緻であり,炉址 を中ブいとした円形

の範囲が断面皿状に浅 く窪んでいる。こ

の部分は特に硬 く,こ の部分を中ブと、に壁

に向って途々に上がり,全体 として断面

が皿状を呈する床である。周濤はない。 0             ?m

第 6図 第 3考住居址 (1/80)
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壁の状態はかなり良好であり,壁高は 20cmほ どの高さをもって立ち上がる。壁柱穴は東壁 を中′い

に穿たれており,P8と P9の 間に特に多い。主柱穴はその位置と深さから視て Pl～ 島 が相当 しよ

う。また,炉址 を中′いとした円形の皿状に窪む部分 を残し, この部分を取り四む形で同′ふ円的に多

数の小ピットが壁下まで穿たれている。本住居l■ に直接関係のないものであるとすれば, あまりに

も住居l■内での規則性が強すぎる点において説明がつかない。住居空間の利用上の問題や, 同一地

点での部分的な修腹等によって解釈できよう。炉址はほぼ住居址中央部に位置し,54× 34cmの楕

円形を呈 し,床面を6cmほ ど皿状に掘 り窪めた地床炉である。焼土は窪部内に堆積 してお り, 二

層に分けられ,焼土混 りの褐色上が焼土を被っている。また,焼土に貫入するような形で褐色上の

詰まった深さ34cmの小ピットが床面 と垂直に穿たれている。この炉址の東壁に寄った位置で床面

の焼けた部分があったが, その性格は判然としなかった。

出土遺物は石鏃・石錐・凹石 。前期末葉の上器片が出土 している。第 29図 1の上器は,炉 l■ よ

り14cm北 の位置に,床面より5cm浮 いて出土 した。

第 4号住居址 (第 7図 ,図版第 3-2)

本址は 2号住El■の西壁部をわずかに切 り込んで構築 している。住居址の西側 1/4ほ どの部分は

調査できなかったものの,プランの大容は知

ることができた。本址周辺は, 2号住居址周

辺同様に地表下ローム面までが浅 く, また,

若千ではあるが地形が南に向ってゆるく傾斜

している関係上,壁は北壁を残すのみであっ

た。特に,住居址南側出入口部周辺は攪乱に

よる凹凸が若千あり,周濤のラインがとらえ

にくかった。

住居址の平面形態は,四本主柱の隅丸方形

であり,520× 480cmほ どの規模を有する。

主軸は南北に等 しく,炉址が主軸線上に乗っ

ていないという特殊な構造にある。炉址は中

央より北西に寄った位置に掘 り込まれており

140cm× 130cm,深さ32cmの 規模 を有す

る。炉石は北辺・西辺 。東辺のものの一部を

残し, あとの炉石は抜き去られている。焼土

は炉址内のほぼ中央部に残 り,焼土混 りの暗

褐色土が焼上の上を被っている。また,炉址

南西の掘 り込みも焼土が遺存しており,焼土

o             ?m

第 7図 第 4号住居址 (1/80)
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下のロームはかなり赤変 していた。このピットの上面には貼 り床は行なわれていない。周濤は壁に

沿って全周しているものと看取され,南側の一部を除き遺存状態は良い。床面は,住居l■中央より

南側においては比較的軟弱であり,特に入口部周辺では攪乱によるものと思われる若千の凹凸があ

る。柱穴は Pl～ P5が相当する。そのうち主柱穴は Pl'P3・ P5であり,南西部の未調査部にもう

一個所存在するものと考えられる主柱穴を合わせると,本l■は五本主柱の住居址 となる。また,P6

と対になる未調査部に存在すると予想される柱穴とが補助柱穴となろう。P2と P3'P4と P5は そ

れぞれ組を成しており,内側のピットから外側のピットヘの移動が行 なわれている。事実,P41よ

40cmも の深さがある主柱穴であったが, ピット内は黄褐色土と26cmの厚さを有するロームによ

って坦め戻されている。このため,住居東側部に拡張がなされているものと考えられ,第 1次住居

での周濤を明らかにすべ く精査を進めたが,周濤の存在は確かめられなかった。 したがって, この

二本の柱穴の移動は住居の拡張によるのではなく,同一地ソミでの住居の建て替えであると解釈 して

おきたい。住居址の出入口部は対状 ピットP7・ P8の 間であり, Pn～ P14の在 り方は,埋甕をも含

めての出入口部に関わる,住居空間の特異な利用方を予測させる。埋甕 (第 31図 1)は主軸線より

若千東に寄った,周濤の外のラインより120cm中へは入って位置し,胴上部欠損の深鉢を, 胴部

を若干床面上に出した形で正位の状態に埋設している。埋甕内の上層は,第 1層 が褐色土で,壁寄

りの第 2層が黄褐色土である。掘 り方内には褐色上がは入 り込んでいた。また,P15は その位置と

深さから視て,埋甕ピットであるかも知れない。

出土遺物は埋甕の他に若千の土器片・石鏃・打石斧・凹石が出土している。

本址は埋甕より視て曽利 V期である。

第 5号住居址 (第 8図,図版第 4-1)

本l■は台地南縁に近い,H5を 中ッふとした発掘区に位置しており,北西部に 2号住居l■が,東部

に 7号住居址 A・ B・ Cがそれぞれ重複する。また, 7号住居址 Aの北側に検出された周濤の在 り

方から, さらにもう一基の重複も予想されるが, その詳細については明らかにし得なかった。 7号

住居l■ と重複する部分の床面は, 7号住居址 Bの床面 とで 10cm, 7号住居址 Cと の床面で 28cm

のレベル差がある。

住居址の平面形態は隅丸正方形を呈 し,440× 440cmほ どの規模を有する。住居址の出入田部は

明らかではないが,仮にPlと P2の 間を出入口部 と想定すると,炉址上を通る主軸線はN-11° 一E

となる。ローム壁高は北壁で 18cmほ どの高さをもって立ち上がるが,出入口部周辺では既に流失

しており確認できなかった。周濤は残存部の在 り方より推 して,壁に沿って全周するものと考えら

れる。周濤内には,深 さ15～20cmほ どの小ピットが穿たれている。床面は中央部力鴻千軟弱であ

る他は比較的硬 く,全体 として断面が皿状 を呈する。炉址は中央よりやや北へ寄った位置に設けら

れており,床面をわずかに掘 り窪めた貧弱な地床炉であり,焼土が 1～2cmの厚さをもって 2カ 所

に堆積 している。焼上の脇には三個の礫が据えられており,焼土寄 りの一点はその側面が焼けてい

ＩＬ
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た。柱穴の平面規模はそれほど大きくはないが,主柱穴は位置と深さから視て Pl～ Psが相当するだ

ろう。ただし,P7・ P8の いずれかは本址に伴う柱穴ではないかも知れない。床面には,周濤 内刻ヽ

ピットと大きさ。深さがほぼ等しい小ビットが,住El■西側を中′いとして不規側に穿たれている。ま

G~鼠

乎デ」
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た,住居址中央部の不定形なピット内には挙大の礫三個が遺存しており, うち一点が焼けていた。

出土遺物は土器の他,石金族・石匙・石皿・凹石がある。石皿は,床面より13～ 15cm浮 いた覆土

中より三点出土しており, うち No.2と No.3は 同一個体 (第 56図 2)の接合関係にあった。

第 6号住居址 (第 9図,図版第4-2)

本l■は台地中央部の平担面に位置し,12号住居l■の南約 1/2ほ どを切って構築 している。住居址

の西側 1/2ほ どの部分は調査できなかった。

住居址の平面形態は調査部分の在 り方より推定して,ほ ぼ六角形状 を呈するものと思われる。主

柱穴は Pl・ P2・ P3が確認できており,プランと末調査部に存する柱穴を想定すると,五本主柱 の

住居l■ となるであろう。P6は 12号住居址の柱穴であり,上面にはロームの貼 り床がなされていた。

主軸は,主柱穴 Pと とP2の 中間位で, しかも住居l■平面形を三分する位置であるべきことを考慮す

ると,N-67°一Wと なり,入口部は東南方向を向 くことになる。 したがって,炉l■は中央 より西ヘ

寄った主軸線上の位置に設けられているものと考えられる。床面は堅緻であり,12号住居址の床面

とは8cmほ どのレベル差にあり,水平に構築されている。ローム面 か らの掘 り込みは比較的深く,

重複 しない部分の壁は20cmほ どの高さをもっている。壁下には周濤がめ ぐっているが,入口部で

は特に幅広 く用意されている。入口部施設として,対状 ピットP4と P5が設けられており,小 ピッ

トが三個連結した濤状の施設もこれに関係するものであろうか。埋甕 (第 31図 12)は 主軸線の西

P4の内側脇に位置しており,胴上部欠損・底抜 きの深鉢を正位の状態で床面下位 に設置 している。

埋甕内とその掘 り方内には,覆土よりも明るい褐色土がは入 り込んでいた。

第 9図  第 6・ 第 12号住居址 (1/80)
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・
，出土遺物は埋甕の他に一括土器・石鏃 。打石斧・凹石が覆土中より出土している。

住居址時期は,埋甕より視て曽利Ⅳ期である。

第 7号住居址 (第 8図,図版第 5-1)

本址は発掘区南西隅に位置し,台地南縁肩部に構築されている。台地縁辺部までの末調査部の広

さを考慮すると,本住El■の南側一部は既に流失している可能性もある。住居址は南側の約 1/2ほ

どが未調査ではあったものの,住居l■Lのプランは窮知し得た。住居址西北部は5号住居址と重複し,

レベル的には5号住居l■の床面下に位置している。また,本址は同一地点において三回重複が繰 り

返されている。調査段階では一括 7号住居址 として取り扱かったが,切 り合い関係より視て,時間

的に先行する順にA・ BoCと した。

住居址の平面プランはBと Cについて窮知でき,調査部分の在 り方から推して, 共に隅九長方

形を呈するものと考えられる。

Aは 8cmほ どのローム壁高を有し,壁柱穴と一部周濤がめぐっている。残存部床面は堅緻であ

り,床面全体の断面は皿状を呈するものと思われる。床面には焼けた扁平な河原石が遺存していた。

Bは Aを掘り込んで構築した住居址である。ローム壁高は北壁で6cm,西壁で10cmほ どの高

さをもっている。周濤は北壁下にわずかに設けられているのみであり,壁下には小ピットが穿たれ

ている。床面は凹凸があり,A・ Cの床面ほどは整っていない。床面の断面形はやはり皿状を呈す

るものと考えられる。柱穴はP6以外は判然としない。

Cは Bを さらに掘り込み,地表下 60cmほ どに床面を設けている。A― Bでのセクションを観察

すると,第 1層がロームブロックを多く含む暴色の耕作土層であり,第 2層 がロームの粒子や炭化

物を含む硬い暗褐色の覆土,壁下には第 3層の覆土よりも明るい褐色の層が形成されている。Cは

Bの東壁を若干拡めてはいるものの,ほぼそのままの形で利用 してお り, Hヒ 壁中には Bの 壁

柱穴と壁下のラインが残存している。ローム壁高は東壁で24cmと 最も高 く, また傾斜も強い。周

濤はない。床面は堅緻であり,中央が皿状に窪み,全体 として断面形は焙烙状を呈する。柱穴はP8

～PЮ が判明しているが,P4は Cの柱穴である可能性も強い。炉l■は検出されていない。おそらく,

中央より南寄 りの位置に設けられているのだろう。

出土遺物は若千の土器片の他に,石鏃・石錐・凹石が覆土中より出上 した。

また,本住居址のほぼ中央部に,直径 ■Ocm・ 厚さ30cmほ どの環状集石が一基検出された。

集石は覆上を床面まで掘 り込んでおり,挙大の円礫・扁平な礫を環状に積み上げている。集石の中

には,第 4層 の覆土よりも軟らかい黒色上がは入り込んでおり,下部には木炭片が多い。集石は,

その3/4ほ どの礫が焼けており,集石の範囲よりも若千広 く住居址の床面が焼けていた。床面をわ

ずかに掘 り込んだ部分には小礫が砂混りで敷き詰められた状態に推積していた (第 5層 )。集石には

凹石・敲石も含まれており,凹石二′く,敲石一′点が含まれていた。

本住居址は,同一地点において北から南へと軌を―にして三回の重複が繰 り返えされている。特
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に,Bの 東側をCがほぼそのままの形で用いているという在 り方は極めて特徴的な現象であり,

竪穴の再不U用 という祝点において説明できる現象であろう。

第 8号住居址 (第 10図,図版第 5-2)

第 10図 第 8・ 第■ 号住居址 (1/80)
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本l■は 10号住居址の東隣 りに位置し,11号住居l■の西北部を切っている。また,本址 は数基の

小竪穴状遺構 と重複 しているが,そ の前後関係を的確に把握できたのは,第 7号 。9号 。lo号 。20

号小竪穴との関係のみであった。第 20号小竪穴は本址廃棄後に掘 り込まれた遺構である。第 7号
・ 9号・10号小竪穴は本住居址に先行する時期の遺構であり, これらと重複する部分の壁と周濤・

それに床面は, それぞれロームによる貼 り行為がなされていた。

住居址 は540× 560cmの規模を有し,平面形態は隅丸方形に近い。主軸は住居l■平面形を左右対
称 とするN28°―Wで あり,入口部は南西を向 く。主柱穴は Pl～ P8で あり,柱穴の状態から視て
建替えが行なわれているものと思われる。柱穴の配置は五角形である。炉址は中央よりやや北に寄

った主軸線上に位置し,北辺の掘 り込みが深 く,南西部の焚口に相当する部分の掘 り込みが浅い方
形を呈 している。四周共に炉石は抜き去られており,焼土上に一′ミの石棒片 (第 56図 7)が 遺存
していた。炉址内には深さ16cmほ どのピットが垂直に穿たれてお り, また壁部には斜位 に小
ピットが穿たれている。 焼上部は三層 を成 し, 焼土混 りの暗褐色土が,焼土と焼土内へ貫入し
ている黒色土を被っている。ローム壁高は南北共に 16cmほ どの高さを有し,壁下には小ピットを

有する深さ 10cmほ どの周濤がめ ぐっている。床面は堅緻であり,水平に構築されており,直径10
cmほ どのピットが不規則に穿たれている。住屋址の出入口部は対状 ピットP9・ PЮ の間であり,こ
の部分の壁は若千張 り出している。埋甕は検出されなかった。P■・Pヮ・PBと 本址 との前後関係は

的確に把握できなかったが,切 り合い関係より視て,P.・ PBは 本址廃棄後の所産 と思われる。Pヮ
は西壁下に人頭大の角礫が数個積み上げられており,PBは底面に接 し,中央西壁下にロームを主
体 とした層が堆積 していた。P4は 本址に伴う貯蔵穴的な性格にあるものであろう。

遺物は,一括土器群が炉址の西側で床面より若千浮いて出上 しており, なかでも第 31図 14の土

器は床面出土 としてよい状況にあった。石製品は,炉址内より石棒片が出上 しており,他に石鏃・

打石斧・石錘・凹石等が覆土中より出土 している。

本住居址は曽利Π～Ⅲ期であろうと思われるが,曽利Ⅲ期 とすると9号住居址 と接近 しすぎてい

る。 9号住居址 との位置関係,第 31図 14の上器の出土状況から視て,曽利 H期の住居址 とするこ
とができよう。

第 9号住居址 (第 ■ 図,図版第 61)

本址は発掘区北東隅に位置しており,今回の調査では最 も多量に土器群を出上 した住El■である。
土器の量は,今回の調査で得 られた中期後半土器群全体の約半分ほどに相当する多さである。遺物
の出土状態は,表土を掘 り下げる段階ですでに出上し始め,特にローム掘 り込み面から覆土上部に

集中していた。平面的にとらえてみると,土器は壁寄 りの部分では出土せず,炉址を中′と、とする住
居址のほぼ中央部に集中しており,住居址が皿状に埋没して行 く過程において廃棄された状況をよ
く示 していた。出土している土器は,礫 を混えて小破片のものからほぼ完形のものまでが,それほ
ど散乱した状況にはなく,あ る程度纏まって出土 している。特に炉址上の位置に纏まっている部分
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は破片を中′いにかなり厚 く堆積 しており,

廃棄が継続して行なわれたことを物語って

いた。

住居址の平面形態は,直線的な在 り方を

呈する北壁部とは対称的に,南西壁 と東南

壁が張 り出し部へ向って丸 くなるという,

特異な隅九方形を呈する。住居址の規模は

450× 460cmで あり,張 り出し部はローム

掘 り込み面で 20cmほ ど南東方向に突出し

ている。主柱穴は Pl～ P4の 4本柱であり,

これに P5が力日わる。P5は , その北西部が

ロームブロックと褐色土によって埋められ

ていたO P6は 8cmと 浅い。 柱穴の在 り方

から建替えが行なわれたものと思われる。

主軸は N24°―Wで あり,主軸線上には出

入田部・埋甕・貼 り床された埋甕
。炉址・

石垣ピットが設けられており,入口部は南

東方向を向 く。壁は今回調査した住居址の

中では最 も掘 り込みが深 く,かつまた堅緻

9   ,  牟m である。
ローム壁高は32～ 52cmの高さに

第 11図  第 9号住居址 (1/80) あり,西壁の一部を除き,壁柱穴が斜位に

穿たれている。周滞は壁下を全周しており,特に北壁下では 18cmと 掘 り込みも深 く,北東部では

周濤内に小ピットが設けられている。床面は堅緻であり,水平に構築されている。炉l■は中央より

北へ寄った主軸線上に位置しており,床面を30cmほ ど方形に掘 り込んで炉石を据え,焼上が堆積

する部分はさらに一段深 く掘 り込んでいる。炉石は北辺と西辺のものを一部抜き去っており,抜 き

取ったと思われる扁平な石が炉址にかかって床面に遺存していた。焼土は6cmほ どの厚 さに堆積し

ている。主軸線上の炉址 と北壁の間には深さ9cmの石垣ピットP7が設けられている。ピット周辺

に敷石施設はなく, ピット内および周辺からは遺物は出土しなかった。P7は上面に貼 り床がなされ

ており,本址に先行する時期の遺構である。住居址出入口部は壁が若千張 り出し,埋甕を取 り囲む

形に対状 ピットと連結する小ピットが設けられている。入口部の壁の掘 り込みは北壁よりも深
い。

また,入口部床面は一部ロームによって硬 くたたかれていた (1層 )。 これは, 的確に把握できな

かったが,張 り出 し部 を設け住居を建替える際に,入口部の古い周濤を埋めたためであろう。埋甕

・貼り床された埋甕が主軸線上に並んで検出されている。埋甕 No.1(第 32図 32)は ,胴下半欠損

の甕形を呈する土器であり,把手を打ち欠き逆位の状態で床面とほぼ水平に設置している。埋め甕

L

。◎ υ (蜘 l。   °

一- 15 -



と掘 り方の間はローム (2層 )で埋めている。埋甕内には,覆土と同様な,炭化物やロームブロッ

ク・ロームの小粒子を多量に含む褐色土 (3層 )がは入り込んでおり,扁平な鉄平石と土器片が出
土した。埋甕 No.2(第 32図 33)イよ,床面精査中にはその存在が明らかにならず,埋甕 No.1のセ

クション図を作成する段階でほぼ主軸線上に床面を掘 り切ったことにより,初めてその存在が明ら
かになった。埋甕 No.2は埋甕 NO.1よ りも若千内側に位置し,埋甕 No.1と 同様に同下半部欠損の

上器を逆位に床面下に設置している。埋甕 No.2内 にはロームの粒子を含む黒褐色土 (4層 )が詰
まっており,下半は上半に比ベロームブロックの量が夕い。一気に埋められたのであろう。埋甕 No.
2内からは遺物は出土しなかった。埋甕 No.2と 掘 り方の間はローム (5層 )と 4層 と同じ土層 (6

層)で埋め,上面にはローム (7層 )を約 5cmほ どの厚さに貼 り,硬 くたたいて床としている。埋
甕 No.2が床面精査中に検出されなかった所以である。

遺物は図示した土器以外にも覆土中から多量の上器が出土している。その他に石金族・打石斧・凹

石・石皿が覆土中より出土した。床面からは⑬印の所で小型手裡土器 (第 38図 1)が出土してい

る。本址は埋甕より祝て曽利Ⅲ期に位置付けられよう。覆土中の土器群は曽利Ⅲ～ V期の土器であ

る。住居は一度建替えられており,古い埋甕と出入口部周濤には貼 り床がされている。住居は張 り

出し部を設け,新 しい埋甕を設置するために建て替えられたものと思われる。

第 10号住居址 (第 12図 。第 13図,図版第 7-1)

本址は 8号住居l■の西隣 りに位置し, 8号住居址の西壁より8cmほ ど離れて東壁が構築されてい

る。覆土を掘 り下げる段階において,先ず炉址 と焼土を検出した。このため,炉址周辺の床面を把

握すべ く精査を進めたが,床面は現われず,炉石上面よりも30cm下位に検出するという予想外の状

況であった。

住居l■の平面形態は,入口部が突出する六角形プランであり,480× 430cmほ どの規模を有す。

主軸は N-4°―Wで あり,主軸線上には炉址 と屋内貯蔵穴が設けられている。出入口部は南を向 く。
壁は既に流失 した部分もあり,北壁部で8cmほ どと浅 く,ま た傾斜 も強い。壁には壁柱穴が穿たれ
ている。周濤は壁下をほぼ全周しており,周濤内には小ピットが穿たれている。床面は堅緻である

が凹凸があり,南西部床面には小ピットが壁に沿う形で数多く穿たれている。柱穴は Pl～ P9で あ
り,同一地′点でそれぞれ一回の移動がなされている。 柱穴配置は五本主柱の五角形である。Rは
規模の同じ柱穴が重複 しており,P61よ P7へ移動 したものと考えられる。 Pll lま本址に先府する時期

の遺構と思われ,P10は 本址後のものであるのか本址の柱穴であるのか判然としない。P姥 。PBは

入口部施設に関わる柱穴であろう。炉址は中央より北へ寄った主軸線上に位置している。炉址は,

通常のものがその長軸・短軸のいずれかを主軸線に乗るか沿う形で設けるが,本炉址は主軸線より

も45° ずれた形で設けられている。炉石は一枚石を4個用い, 床面よりも4～ 6cm高い位置に据えて
いる。炉址内では,焼土混りの暗褐色上が,床面をわずかに掘り窪んだ部分に堆積している焼土を
被っている。炉石下の上層は褐色上であり,床面近 くの覆土と変わるものではなかった。また,炉
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址の南東方向に床面より20cmほ ど浮いて焼上が

遺存 しており,焼土上面は炉石上面 とほぼ等 しい

レベルにある。炉址南の主軸線上には, 88× 90

cmの円形で継面がタライ状 を呈する屋内貯蔵穴

が設けられている。貯蔵穴内には大小の河原石が石

皿片と共に積み上げられており,積み上げられた

石の上面には焼土が遺存 していた (第 13図 )。 積

み上げられた石の上面は床面よりも30cmほ ど高

く,炉石の上面 とほぼ同レベルにある。入田部東

の脇に壁より突出した形にピットが設けられてお

り,扁平な焼けた河原石が遺存していた。入口部

には埋甕に関わる施設は設けられていない。

本址は,炉址が通常の炉址 とは異なる特異な在

り方を示 し,焼土や貯蔵穴内に積み上げられた礫

の在 り方と共に,住居址の床の在 り方という問題

を改めて考えさせる住居址であった。

出土遺物は少なく,覆土中より石鏃・磨石斧・

凹石 と若子の土器片が出土している。また,貯蔵

穴内より石皿片が一点出土している。本址は,炉

址周辺から出土した一括土器より祝て曽利Ⅳ期で

ある。

A                               ⊇

物 h或 ∴〆

0            2m

第 12図 第 10号住居址 (1/80)

第 11号住居址 (第 10図,図版第 7-2)

本址は, 8号住居l■の東側プランの検出を進めて行 く際にそ

の存在が明らかになった住居址である。住居址の西北部は 8号

住居址によって切 られ, また,北側では別の遺構 (住居址か ?)

が重複する。この遺構の床面状の部分 と本址の床面 とがほぼ同

レベルにあったことと, また, この重複する部分において本址

の周濤が検出されなかったこともあり,本住El■ のプランの全

容を把握するまでには至らなかった。 したがって,住居址プラ

ンは検出された壁 と柱穴・炉址等の位置関係より推定した。

住居l■平面形態は,長辺が 520cm。 短辺が 400cmほ どのほぼ長方形を呈するものと予想できる。

主柱穴は Pl～ P21で あり,柱穴配置と炉址の位置より視て,長軸は住居址平面形 を左右対称に二等

分する位置での N64°一Wと なろう。住居址出入口部は,長軸線に沿った位置での P22・ P23・ P24の

9           .′

第 13図  第 10号住居址内貯蔵
穴 (1/40)

翠∫◎|
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周辺に想定すると,出入口部は東南方向を向 くことになる。炉址は 1個所で,中央よりやや西へ寄

った長軸線上に位置し,床面を8cmほ ど円形に掘 り窪めた地焼炉である。焼土はこの部分を中心

に長軸線に沿った形で堆積 しており,炉l■内には直径 6cm。 深さ34cmほ どのピットが焼土を切

って垂直に穿たれている。また P閉 の北,本址床面の範囲と視られる位置に床面の焼けた部分が存

した。壁は西壁の掘 り込みが比較的深 く,南壁では 18cmほ どの高さにあり,深 さ40cmほ どの壁

柱穴を斜位に設けている。周濤は東壁下には設けられておらず,西壁下 と,部分的ではあるが東壁

下をめぐっている。床面は堅緻であるが凹凸があり,炉址周辺の部分は壁際の床面よりも全体的に

皿状に窪んでいる。床面には深さ 15～ 42cmほ どの小ピットが数多く穿たれており,特に炉址東の

菩凸分では著るしい。

本住唇址の時期を決定するような遺物は少なく,覆土中より若干の土器片と石器が出土している

にすぎない。 したがって本住居址の所属時期は判然としないが,覆土中の若子の土器片と住居l■の

形態を合わせ考えると,大旨前期初頭の住居址 として位置づけて大過ないであろう。遺物は若子の

土器片の他に,石鏃・凹石が覆土中より散発的に出上 した。

第 12号住居址 (第 9図 )

本址は南 1/2ほ どを6号住居址によって切 られている。住居址西 1/2ほ どは未調査である。

住居址平面形態は, 6号住El■内で貼 り床をされていた P6を 含めての調査部分より視て, 略円

形を呈するものと思われる。ローム壁高は北壁部で 24cmほ どの高さをもっており,東壁・北壁共

に壁柱穴が穿たれている。壁下には浅い周濤がめ ぐり,周濤内には浅い小ピットが穿たれている。

柱穴は P6～ P姥 であり,P7～ PЮ の在 り方は,同一地▼ミで四回柱穴が取 り換えられたことを物語っ

ている。床面は堅緻であり,水平に構築 されている。床面には本l■ に伴なうと思われる,直径 14cm
。深さ22cmほ どの刻ヽ ビットが七イ固円孤状に穿たれている。

遺物は石鏃 。凹石 と土器片がわずかに出土した。出土した土器片は曽利 H式 と曽利Ⅲ式の土器片

である。第 35図 4の上器が床面より17cm浮 いた覆土中より出土 した。

住居址の時期は曽利 H期であろう。

また,本址 よりわずかに北東方向に離れて位置するピット内からは前期の土器片が一片出上した。

第 13号住居址 (第 14図・第 15図 )

本址は,台地上の平坦面において,平担面が南に向って若千緩やかな斜面にうつる縁に構築され

た住居址である。表上下ローム面までが浅いため大 く攪乱が及び,住居址南部は削平され, また北

東部は大きな攪乱によって既に壊減 していた。

主柱穴は R o P2・ P3が相当,攪乱部に存在 したと思われる柱穴を考慮すると,四本主柱の 540

×560cmの隅丸方形の住居l■であったものと考えられる。主軸は P2と P3の 中間位で,P4と 炉址

上を結ぶ線をもって想定すると,N-27°一Vと なる。炉址は中央より北面に寄って位置 しており,

-18-



炉石は南西辺のものと,炉

址内に落ち込んだ北辺の一

部のものとを残し,あ とは

抜き去られている (第 15

図 )。 南西部炉石下の掘 り

方内には,炉石に接 して焼

土混 りの暗褐色土と, さら

にその下に褐色上が形成さ

れている。周濤は西北部に

おいてのみ検出された。床

面は削平 と攪乱により明瞭

さを欠き,軟弱で凹凸があ

り,全体的に地形に沿って

南へ傾斜 している。PIは ,

東南部をロームブロックを

多量に含む褐色土によって

埋められていた。P6° P7は

本址内に位置しており,P5

は本址外に位置するものと

思われる。P6・ P7共に 本

址に伴なう遺構であるのか

明らかではない力喜Pcは柱穴 P3に よって切 られていると

ころを視 ると,P6は al■ に先行する時期の遺構 である

と考えられる。P5° P6・ P7共に出土遺物はなく,覆土は

褐色土一層のみであった。また,西壁部では第 2号小竪穴

が本址へ切 り込んでいる。

遺物が出上 していないため本址の時期は明らかではな

い。想定される主軸・プラン等の在 り方より視ると,お

そらく曽利Ⅲ期であるだろう。

第 2節 屋外埋養

屋外埋甕 (第 16図,第 31図 19)

3号住居址の北壁を精査中,一段高い位置に壁状の掘

0           2m

第 14図 第 13号住居址 (1/80)

0                1m

第 15図 第 13号住居址炉址 (1/40)

の

③

⑬

瑶 Ｐ４③
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り込みを確認したため,当初住居址に伴う

埋甕であると視られていた。 しかし,住居

址とするにはあまりにも否定的な状況が強

く,結局,住居l■ とは直接関係のない独自

な屋外埋甕としてとらえるに至った。

3号住居址の東側に位置し,浅い皿状の

ピットを切って土器の大きさに見合った円

形のピットが掘 り込まれている。埋甕はピ

ット内に,胴上部欠損の深鉢形土器を若干

西へ傾いた正位の状態に埋設している。埋

甕内には暗褐色土がは入り込み,埋甕と掘

り方の間はロームブロックを含む黄褐色で

埋められている。埋甕内からは遺物は出土

しなかった。埋甕は曽利Ⅲ期のものである。

第 16図 屋外埋甕 (1/20)

第 3節 ′jヽ 竪 穴

第 1号小竪穴 (第 17図 1)

3号住居址の北壁際に位置し,柱穴状の遺構を切っている。平面形は精円形を呈し,断面形はタ

ライ状 を呈する。礫 と,焼土・炭化物を含む焼土混 りの褐色上のブロックが,刑 竪ヽ穴が半分ほど埋

まった段階韓 されたと思われる状態に遺存していた。遺物は剖片石器 と前期の土器片 (27図 1～

5)が出土 している。

第 2号小竪穴 (第 17図 2,図版第 9-1)

13号住居址の西部に位置している。平面形は 104× 102cmの 円形であり,断面形はタライ状 を

呈する。壁は外傾 し,特に南壁部では傾斜が強い。壁下 と底面には深さ17cmほ どの小ピットが穿

たれており,壁下のものは小竪穴の中央部に向いて斜位に穿たれている。覆土中には,小竪穴が埋

まって行 く過程で,西壁上面より流れ込んだと思われる状態に礫群が遺存 していた。覆土中から土

器片が二点 (第 27図 6・ 7)出土している。

第 3号小竪穴 (17図 3,図版第 9-2)

3号住居址の南,第 5号小竪穴の北に位置している。平面形は 100× 92cmの 略円形であり,断

面はタライ状を呈する。壁は外傾 し,底面は平坦で硬い。壁下と低面には深さ20cmほ どの小ピッ

ｍ

！
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第 17図 小竪穴 (1)(1/60)
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卜が穿たれており,壁下のピットは小竪穴の中央部に向って斜位に穿たれている。底面には,両手
で持 てるくらいの砂状に風化の進んだ花南岩が遺存 していた。

第 4号小竪穴 (第 18図 6)

第 21号小竪穴北東壁部に接して掘 り込 まれている。平面形は円形・断面形はスリ鉢状 を呈す

る。壁中・壁下・底面に小ピットが穿たれている。土器片が一片出土 した (第 37図 1)。

第 5号小堅穴 (第 17図 4,図版第 9-3)                               ラ

第 3号小竪穴の南に位置し,13号住居址北側の周濤部を切 り,北西部は柱穴状のピットによって

切 られている。平面形は96× 84cmの精円形で,断面形はタライ状 を呈する。壁は外傾するが,北       C
壁部は直壁に近い。南西部壁中には中央部に向って小ピットが斜位に穿たれており,底面のピット

は直に穿たれている。南壁際に,小竪穴が半分ほど埋没した段階に,外からずり落ちた様な状態に

河原石が遺存 していた。遺物は敲石 と土器片 (第 27図 8～ 10)が出上している。

第 6号小竪穴 (第 17図 5,図版第 9-4)

H-5区 に位置し,平面形は140× 140cmの 円形を呈する。壁は直壁に近 く, ローム面より90cm
ほど掘 り込んでいる。底面は平坦で硬 く,中央には扁平な鉄平石を石蓋 とする,径 24cm深 さ20

cmの ピットが掘 り込 まれている。覆土は,土器片や炭化物・ロームブロックを含む暗褐色土で

あり,下部のピット内へも暗褐色土がは入 り込んでいた。ロームの掘 り込み面から覆土上部におい

ては,挙大 。人頭大の河原石が東側から流れ込んだ状態で遺存 しており,中期終末～後期初頭の上

器片が多く出土 した。遺物は土器片 (第 36図 1～ 13)の他に,手」片石器・凹石が出上している。

第 7号小竪穴 (第 17図 6)

8号住居址西北壁部 と重複 し, 重複部分は 8号住居址の床面下に位置する。 平面形は140X130
cmの円形を呈 し,断面は深さ40cmで壁が外傾するタライ状 を呈する。壁中・底面には深さ20cm      i
ほどの小 ピットが穿たれており,壁中のものは小竪穴の中央部に向って斜位に穿たれている。底面
には 8号住居址の柱穴が掘 り込まれており,凹凸があり比較的軟質である。遺物は出土しなかった。      Ⅲ

第 8号小竪穴 (第 17図 7)

9号住居址東壁を掘 り込み, また,北に位置する小竪穴状遺構を切 り込んでいる。平面形は82×

76cmの略円形を呈 し,断面形は,深 さ60cmで壁が若千傾斜する鍋底状 を呈する。壁中から底面
にかけて深さ20cmほ どの小ピットが穿たれており,壁中・壁下のピットは小竪穴中央部に向って

斜位に穿たれている。遺物は出土しなかった。

―- 22-
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第 9号小竪穴 (第 17図 8)

8号住唇址の南西部 と重複 しており,重複する部分は 8号住居上の床面下に位置する。平面形は

120× 120cmの 円形で,断面形は鍋底状 を呈する。ローム面より94cmほ ど掘 り込み,壁は東壁部

が直壁で西壁部が傾斜する。底面は平坦で硬い。底面近 くでは責褐色の硬い層が形成されており,

底面と誤認するほどであった。遺物は出上しなかった。

第 10号小竪穴 (第 17図 9)

8号住居址の南・出入口部 と重複しており,重複する部分は8号住居址の床面下に位置する。平

面形は 104× 86cmの不整精円形を呈す。断面形は,両壁共に直壁に近 く底面が平坦な鍋底を呈 し,
ローム面より100cm掘 り込んでいる。底面は硬 く, 9号小竪穴と同様に,底面近 くに黄褐色の硬
い層が形成されていた。遺物は出土 していない。

第 11号小竪穴 (第 17図 10)

8号住唇l■の北・ 9号住居址の西に位置する。平面形は130× 120cmの 不整円形を呈し,断面形

は鍋底状 を呈する。ローム面より100cmほ ど掘 り込み,底面北東部をさらに 16cmほ ど楕円形に

掘 り込んでいる。壁は北壁部が直壁となり,南壁は傾斜 している。9。 10号小竪穴同様に,底面近

くに硬い責褐色上が形成されており,やはり遺物は出上 しなかった。

第 12号小竪穴 (第 18図 1)

8号住居址の東・G-6区 に位置する。平面形は 90× 82cmの不整楕円形であり,断面形は,深
さ56cm,壁下部が九味をもって底面へ移行する鍋底状 を呈する。底面には礫が九個積み重ねられ

て遺存しており, うち一点は石 llll片 ,二点が凹石であった。覆土より上器片が二点出上 しており,
一′ミを図示 した (第 27図 ■ )。

第 13号小竪穴 (第 18図 1)

8号住居址の東,G-6区 に位置し,第 18号小竪穴を切っている。平面形は 110X104cmの 不整
円形を呈し,断面形は壁が外傾する深さ30cmの タライ状 を呈する。底面は平坦であり,壁中には

小ピットが垂直に穿たれている。遺物は黒曜石片 5点 と15点 の上器片が出上 した。 出土 した上器
片の中では曽利Π式上器が 5点 と多く,同一個体の破片であった。

第 14号小竪穴 (第 18図 2)

1号住居址の東 。C-1区に位置し,小竪穴状遺構の東側を切っている。平面形は 84× 80 cmほ
どの不整円形であり,断面形は壁が外傾する鍋底状 を呈する。深さ63cm,底面は若千東へ傾 き,
南壁には小ピットが小竪穴中央部へ向いて斜位に穿たれている。覆土はローム粒を含む暗褐色上で

―

Ｉ

Ｌ
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争」片石器・凹石 とかなりの前期土器片 (第 27図 17・ 18第 28図 1～6)が出土した。

第 15号小竪穴 (第 18図 1)

H-6。 7区にまたがって位置しており,13号住居l■の北西部に切 り込んでいるものと視 られる。

本小竪穴自体が重複 しており,一括 して 15号小竪穴 として及ったが,土器の出土状態 を視 ると上

位の小竪穴が新 しいものと思われる。上位の小竪穴は,平面形が円形で断面形はタライ状 を呈する

ものと考えられる。遺物は,千J片石器・凹石 と曽利式上器片が出土している。下位の小竪穴は,平

面形が円形で断面形がスリ鉢状 を呈する。前期土器片 (第 28図 7～ 14)が出土している。

第 16号小竪穴 (第 18図 5)

G-11。 12区 にわたって位置し,小竪穴状遺構の東部 と第 17号小竪穴の南部を切 っている。平

面形は 94× 90cmの 円形で,深 さ106cm壁 は直壁に近 く,断面形が筒状 を呈する。遺物 は前期土

器片と後期土器片 (第 37図 2～ 5)。 凹石が出土 している。

第 17号小竪穴 (第 18図 5)

G―■・■―■ 区に位置し,南側を第 16号小竪穴によって切 られ,東側では別の小竪穴状遺構
と重複 している。平面形は 120× 104cmの 楕円形を呈 し,断面形は壁が外傾するタライ状 となる。

底面には珂、ピットが穿たれている。遺物は前期土器片と中期土器片が出土しており,量的には前期

土期片が多かった。

第 18号小竪穴 (第 18図 1)

8号住居址の東,G-6・ H-6に かけて位置し,南イ員Jを 第 13号小竪穴によって切 られている。
平面形は73× 64cmの略円形であり,深 さは 12cmと 浅 く,断面形は壁が外傾するタライ状 を呈す。

壁中 。壁下 。底面に深さ18cmほ どの小ピットが穿たれており,壁中・壁下のものは小竪穴中央部

に向って斜位に穿たれている。遺物は出土 しなかった。

第 19号小竪穴 (第 18図 4)

E-1区 に位置する。平面形は■4× 106cmの不整円形で,断面形は壁が外傾するタライ状 とな
る。底面は平坦でぁるが,桑の根がは入 り込んでいるため軟弱である。底面中央には深さ24cmの

ピットが垂直に穿たれており,西壁中と南西部底面には柱穴状のピットが掘 り込まれている。また,

東南部の壁 と重複して柱穴状のピットが掘 り込まれているが,本址に伴うものであるか判然としな

い。遺物は覆土中より前期土器片 (第 27図 12～ 16)が出上している。
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第 20号小竪穴 (第 18図 3)

F-6南西隅に位置し, 8号住居址廃棄後に掘 り込まれた小竪穴である。平面形は 120× 96cmの

精円形であり,断面形は,壁が外傾し底面が西へ傾斜する鍋底状 を呈する。壁中・壁下・底面共に

小ピットが穿たれてお り,底面のものは垂直に,壁中・壁下のものは小竪穴中央部へ向って斜位に

穿たれている。覆土は暗褐色土であり,底面より20～ 40cm浮いた覆土中部に,10数個の河原石

が長軸方向に沿って断面形が レンズ状 をなす状態に遺存 していた。遺物は出上 していない。

第 21号小竪穴 (第 18図 6)

C― ■ 区に位置しており,南側上面の 1/4ほ どは既に削平されていた。開口部は 140× 76cmの

隅丸長方形を呈 し,底部は南壁下が角張る118× 46cmの 隅丸長方形である。ローム面より48cm

ほどの掘 り込んでおり,長軸は N-14° 一Wで ある。底面は平坦であり,壁が外傾する断面タライ

状を呈するが,東壁部上位はさらに一段 と傾斜 を強 くしている。底面には,長軸線上に壁下より等

間隔に径 Hcmほ どのピットが 2個穿たれており, さらに小ピットが底面 と垂直に穿たれている。

南壁中には長軸線をはさんで小ピットが斜位に中央部へ向って穿たれている。覆土は炭化物を含 ま

ない暗褐色上であり,遺物は出上しなかった。

第 22号小竪穴 (第 18図 7)

E-1区に位置しており, 3号住居址の南部 と一部重複する。重複する部分 は上面が削 られてお

り,底面と壁中には 3号住居址のビットが掘 り込まれている。長軸は N-10° 一Eであり, 平面形

は166× 76cmの維長楕円形で,底部は 142× 44c mの 隅丸長方形を呈す。断面形は,底面は平坦で

あり壁が外傾するタライ状 を呈する。底面には,長軸線上に径 6cm深 さ40cm・ 径 8cm・ 深さ48

cmの ピットが垂直に掘 り込まれており, このピット間にはさらに深さ28cmほ どの小ピットが 2

個穿たれている。壁中には小ピットが斜位に穿たれている。覆土は炭化物を含まない暗褐色土であり,

遺物は出土しなかった。
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第Ⅳ章 遺

第 1節 土 器

1.縄文時代早期 。前期の上器

(1)各 グリット及び小竪穴出土土器

発掘区全面から早 。前期の各型式の上器片が混在 して出土した。これらを文様により分類記述する。

〈早期〉

第 1類土器 押型文土器で第 1号住居址覆土より検出された。第 19図 1の精円押型文は, 口唇

に箆状工具による斜めの刻目がつけられ,殻粒形の文様が軽 く押捺される。 2の 山形文は赤褐色を

呈する。共に焼成は良好である。

第 2類土器 絡縄体圧痕文の施文されたものを一括 した。施文原体の絡縄体は粗いもの 3～ 9と細

いもの 10～ 15があり,繊維の含有量にも差があり,すべてが同時期の所産 とはされない。色調は

灰褐色,黄褐色,暗褐色を呈する。 3は絡縄体圧痕が口唇にも押捺され, 5は 口唇と隆帯に刻目が

付される。9～ 12・ 14は地文に単節斜縄文が,16・ 17に は斜格子状細線が施文される。文様,焼成

から早期後葉に編年されるものであろう。

第 3類土器 茅山式または粕畑式に比定される条痕文繊維土器を本類とする。色調は灰褐色,黒

褐色を呈し,器厚大で焼成は余 りよくない。第 20図 1～■ で,内外面に条痕を有するものが大部分

である。■ は薄手で,黒褐色を呈し,内面のみに貝殻条痕文が施文される。

第4類土器 繊維を比較的夕く含有し,縄文の施文された一群で,焼成は概してよくない。第 20

図 12～ 16で 12・ 13。 14は太い沈線文が施文される。花積下層式乃至は関山式に比定 されるもの

であろう。

第 5類土器 神ノ木式の主流を占める土器である。複合口縁で櫛歯状工具文を特徴とする。櫛歯

状工具による連続刺突文は口縁部に施文され,胴部は組文が施文される。繊維は含有しない。第 20

図 17～ 31に示すものである。23・ 24は粗大な爪形文を付す場合もある。29～ 31は櫛歯状工具によ

る曲直線文である。紀文は単節斜縄文が多い。

第 6類土器 複合口縁で縄文を施文した無繊維土器を本類とした。第 5類 と共に神ノ木式に属する。

第 21図 1～ 7に示すもので,縄文は大部分単節斜糸屯文である。色調は褐色乃至は暗掲色を呈し,雲

母粒や石英粒を含有するものが多い。

第7類土器 平縁で縄文を施文をした土器を一括 して本類とした。僅かに繊維を含有するものも

あり,神ノ木式と有尾式に属するもので,胴部のみの破片ではその区別がつけ難い。第 21図 8～■

は僅かに繊維を含有し,無節または単節の斜縄文である。色調は暗褐色 。黒褐色を呈するものが多
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第 19図 縄文時代早期 。前期の上器 (1)(1/3)

く,過半分は雲母または石英粒を含有する。内面に箆状工具による整形痕のみられるものもある。

紀文は器面に強 く押捺され,羽状縄文は結節を有 しない。第 22図 は縄文の施文 された胴部破片で

1～9が僅かに繊維を含有し,他は雲母粒または石英粒を含むものが多く, 第 5類, 第 6類の胴部

破片も含まなれるものと考えられる。

第 8類土器 列′点状刺突文,平行沈線文,粗雑な爪形文の施された有尾式に比定されるものを一

括 して本類 とする。

第 23図 1～ 10は列′ミ状刺突文土器で,繊維を僅かに含むものと無繊維のものがある。日縁部は神

ノ木式に特徴的な複合口縁はなく,施文具の櫛状竹管工具は器面に垂直に刺突される。色調は暗褐

色または黒褐色を呈す。 1は山形口縁で僅かに繊維を含む。 7は 口縁に細長の爪形文帯を,以下列

点文, コンパス文,沈線文を帯状にめ ぐらして文様を構成する。 8は繊維を含み, 口唇に突起がつ
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第 20図 組文時代早期・前期の上器 (2)(1/3)
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けられ刺突文は粗 く大 きい。loは 内外面に擦痕がみられ,11は暗褐色で,平行沈線 による区画文
内に爪形文を施す。12～ 14は平行沈線文,15～ 20は 爪形文で,僅かながら繊維を含み,色調は暗
褐色,黒褐色を呈す。

第 9類土器 南大原式として分類される爪形文土器で,第 23図 21～ 26に示すものである。繊維
は全 く含まず,責褐色や明るい褐色を呈す。

第 10類土器 上原式に比定される土器で第 23図 27～ 31である。第 9類土器 とともに出土量は
少ない。27・ 28・ 31は刻目浮線文, 29は沈線文土器で, いずれも縄文を地文 とする。30は 口唇に

凹状突起が付され,他 と異なる文様構成であるが本類に含めた。

第 11類土器 関西系または東海系の厚さ4～ 5mmの 薄手土器を一括 して本類 とした。第 23図
32は 口唇に刻目を施し,内面に条線がある。33は雲母粒石英粒を含み内外面 に凹凸がある。34は

僅かに繊維を含み,内面に擦痕が認められる。石塚式,北自川下層式に比定されるものであろう。
第 12類土器 下島式および下島式直後型式を一括 して本類とした。第 3号住居址 出土土器によ
り代表されるものである。第 29図 22～ 41・ 44・ 45が第 3号住居址以外の各グリットから検出され

たものである。26・ 27・ 36は 口唇に突起が付されている。44・ 45は結節状凹線文土器である。

第 13類土器 中期初頭の上器で,僅か数片が検出された。第 29図 42は 三角形陰刻文,43は紀
文を地文 として竹管による鋸歯状平行線文のあるもの,46は大い隆帯をめ ぐらし,隆帯間に結節状
沈線文を施文する。47は紀文に刻目浮線文を貼付 したもので,大歳山系統のものである。
第 27図 ,第 28図 は小竪穴から検出されたものである。第 27図 1～ 5は 1号出土の上器片で,1・
2は赤褐色を呈 し,3～ 5は暗褐色を呈する。 1・ 2と 同一器体破 片 12の他,織維を含有 する無文土
器小破片 2夕点が検出された。6・ 7は 2号小竪穴出上で,共に無繊維である。8～ 10は 5号小竪穴出
土で, 8は 徴量の繊維を含む。10は 赤色塗彩の上器で, この他 19片 の前期土器小破片が検出
された。11は 12号から検出され,無繊維の前期土器口縁部破片で暗褐色を呈す。 12～ 16は 19号
から出土し,12は内面に細かな横位の条痕を,16は 貝殻条痕文が施文され,色調は灰褐色を呈す。
15は細かな絡縄体圧痕文土器片で繊維 を含有する。

第 28図 1～6は 14号小竪穴出上のもので,1は黒褐色を呈し,徴量の繊維を含有する。 3は底脚
部で,多量の雲母を含有 し,内外面に指痕による凹凸がみられる。5。 6は黒褐色を呈する列点状刺
突文土器で有尾式に比定されるものである。7～ 14は 15号小竪穴から検出されたものであるが, こ

の竪穴からは,中期後半の曽利Ⅲ・Ⅳ式の破片 21片 と,前期神ノ木式乃至は有尾平行の土器片 6片
,13・ 14の下島式破片 2,点 ,後期の小破片 2′ミが混在 して出上している。

(2)第 5号住居址出土土器

本住居址から出土した土器は,器形のほぼ推定できる第 24図 1の他はすべて破片である。 繊維
を含むものと無繊維のものがあり,無繊維土器がやや夕く,繊維土器も含有量は少ない。 1は推定
口径 17cmで ,黒褐色を呈 し,徴量の繊維を含有する。日縁部に逆コの字状の竹管文 をめぐらし,
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第 21図 組文時代前期の土器 (1)(1/3)
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4ケ所に口唇から押圧隆帯を下垂貼付する。胴部には右撚 り左傾の単節斜縄文が強 く押捺される。

2～ 5は 回縁部に爪形文をめ ぐらすもので,胴部 は斜縄文が施文される。色調は褐色または暗褐色
を呈 し繊維の含有は僅かで,焼成は良い。6～ 18は組文の施文された破片で,色調は暗褐色,黒褐
色で,繊維を僅かに含有する。

19～ 44は無繊維土器である。 19・ 20は 平行沈線文土器で,沈線は細 く鋭い。21は列 点́状刺突文
土器で,いずれも色調は暗褐色を呈する。22～ 40は縄文の施文されたもので,単節斜糸屯文が多く,
羽状紀文は結束のあるものはない。色調は大半が暗褐色を呈 し,胎土に石英粒や砂粒 を含むものと,
雲母粒を含むものが相半ばする。内面に擦痕の顕著なものもある。

41は 無文土器で雲母を多量に含み,器面に凹凸が分い。42は斜めの条痕,43は櫛状施文具によ
る刺突と条痕が施され,内面は凹凸が分い。44は薄手で,器面に粗雑な爪形文 と横位の擦痕,内面は
口唇に刻目と,横位の貝殻条痕文が施文される。なお 41～ 44は僅か乍ら繊維を含有する。

(3)第 7号住居址出土土器

本住居l■から出上した土器はすべて破片で,紀文を施 した無繊維土器が大部分である。その他 ,
繊維を含有する貝殻条痕文,条線文,爪形文土器,繊維を僅かに含有する有尾式に比定される平行
沈線文,爪形文土器,諸磯式に比定される竹管文,平行沈線文土器,北自川下層式系統の薄手無繊
維土器があり,焼成,文様等から7類に分けられる。

第 25図 1～ 17が繊維を含有する土器である。 1は内外面に貝殻条痕文, 2は 表面 は無文で, 内
面に粗い縦位の条痕を付す。 3は底脚部破片で,斜めの条線がみられる。 4は繊維の含有量夕く,
灰褐色を呈 し,内面に細 く鋭い爪形文が不規則につけられる。

5・ 6は共に暗褐色を呈 し,鋭い平行沈線文 と, 6は 竹管による波状文が施文される。7は波状口
縁で,粗大な爪形文を口縁に放射状に施文する。暗褐色を呈 し焼成は余 りよくない。 8は黒褐色を
呈する平行沈線文土器, 9は粗雑な爪形文 と斜組文が施文される。 12～ 17は僅かに繊維を含有 し,

無節および単節の斜紀文が相半ばする。

18～ 47は無繊維紀文土器で,大部分が単節斜縄文である。紀文はRLが LRよ り多 く,1対 3の
比率 を示 している。色調は僅かに灰褐色を呈するものもあるが,大半が褐色または暗褐色を呈 し,
雲母粒または石英粒等の砂粒を含有する。内面を箆で整形 したものも認められる。18・ 19は 口唇に

刻口が, 20。 211よ /1ヽ突起がつけらイをる。

第 26図 1～ 4は沈線文土器で, 1は 灰褐色,2・ 3は 暗褐色を呈する。 4の波状沈線文土器は口唇
に組文が施文されている。 5は櫛歯状刺突文 と条痕が施文され,口 唇に突起がつけられる。6～ 7は
円形竹管文 と平行沈線文の施文された土器全 いわゆる肋骨文の範躊に属するものであろう。 9～ 12
は斜縄文 を地文 とする平行沈線文土器で諸磯 A式に比定される。8は円形竹管文 と爪形文で文様を構
成し口唇に箆状工具による刻目がつけられる。諸磯 B式の上器である。
13～ 15は,厚 さ3～ 4mmの 薄手の関西系土器で,13の様 IFsl状爪形文土器は北白川下層 H式に比

―- 32 -
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第 23図 組文時代前期の上器 (3)(1/3)
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第 24図 縄文時代前期の土器 (4)(1/3)(1=1/6)
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第 25図 縄文時代前期の上器 (5)(1/3)
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第 26図 縄文時代前期の土器 (6)(1/3)

定されるものである。

さて出土 した土器のうち,貝殻条痕文繊維土器および諸磯 B式土器は他から混入したものであろ

う。その他のものは本住居址 に属するものとして差支えないものと思われ,そ の主体は有尾式終末

ないしは南大原式初頭に位置するものであろう。

(4)第 3号住居址出土土器

本住居址 から出上した土器は第 29図 1～ 21に示すもので,縄文前期終末の下島式土器である。文

様は結節状浮線文,同沈線文,ボタン状突起文,孤線文等が施文される。 1は 山形口縁で,器全面

を結節状沈線のTA線,同′b円 ,曲直線文で飾る。 2・ 5・ 8・ 9'10。 ■ は結節状浮線文土器 で条線

を地文 し,4・ 7・ 12は ボタン状突起を貼付する。すべて破片で出土量は少ない。19。 20は 柱穴か

ら検出された。
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第 27図 縄文時代前期の上器 (7)(1/3)
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2,縄文時代中期後半の上器

中期後半に属する住居址は 1号 。2号・ 4号・ 6号 。8号・ 9号 。10号・12号 。13号住居址 で

ある。このうち, 1号 。4号・ 6号・12号住居址は完掘ではない。 また,13号住居址 は攪乱と削

平 を受 けているためか,遺物は出上 しなかった。土器の量が最 も多かったのは 9号住居址であり,

本遺跡出上の中期後半の上器量の約半分ほどの多さであった。以下,遺構別に出上した土器の説明

を行なって行 く。

第 1号住居址出土土器 (第 30図 1～ 7)

土器は床面出上のものと覆土中より出上 したものとがある。図示 した土器以外,炉ldL上の覆土中

より把手式吊手土器の同一個休吊手部が一対出土 している。

1:埋甕 として埋設されていた土器である。器形は,頸部が くびれ口縁が外反する深鉢形を呈 し

口縁部内側に凸帯をめ ぐらす。口縁は四単位の波状 をなし, 口縁部は渦巻文 と垂下する三本の隆帯

で四分割 し,区画内には平行沈線を施文 している。 頸部文様帯 は横位の隆帯によって区画され ,

口縁部 と同様に維位の平行沈線を充填 している。胴部は,渦巻文 とそれを連結する三本の垂下する

隆帯によって四分割し,区画内は交互突文 と垂下する渦巻文・綾杉文が施文される。胴下半・口縁

部 1/2ほ どが欠損 しており,内外面共に炭化物の付着が著るしい。口径 19.4cm,現 高 18.5cm。

2:1と 同一型式の土器であり,器形も1と 同様な深鉢形を呈するものと思われる。埋甕が埋設

されている,主軸線とは 39° 東にずれた線上の炉l■ に寄った位置で,床面より12cm浮 いて逆位の

状態で出上 した。頸部には右傾する平行沈線を施文し,胴部は隆帯による逆 V字状文で四分割する。

区画内は隆帯による渦巻文 と,渦巻文 と連結するキザ ミを有する隆帯を配し,地文 として綾杉文を

用いている。

3:炉址上の覆土中より出土 した深鉢形土器の胴下半 。底部である。欠損部を口唇部 として再生

している。胎土には雲母の分いのが目立ち,色調は赤褐色を呈する。器内面には,再生した口唇部

に沿って炭化物が付着 している。

4:結節のあるLRの紀文が,結節部をほぼ等間隔に配 して全周している。底部には木棄痕が残

されている。焼 きは良 く茶褐色を呈する。

5:住居址西の末調査部 との境の床面より出上 した。三本の垂下する隆帯が一組となり,胴部を

四分割 している。区画内には縦位の平行沈線を施文し,施文後に波状沈線を懸垂させている。底部

には網代痕が残る。網代痕は不明瞭であるため編み方は判然としないが,経の条に対する緯の条の

編みは, 2本越え 。1本潜 り '1本送 りであろう。

6:覆土より出土した。″字状の両耳把手付きの特異な鉢形を呈する土器である。器形は,日縁

が外反し頸部がくの字状に括れ,肩部が張り出す。文様帝は沈線と隆帯によって肩部に設けられ,

文様帯内は沈線によって長精円形に区画される。区画内は縦位の平行沈線によって埋められ,上下

一対の同心円状の渦巻文が区画間に配されている。色調は赤褐色を呈し,口縁部内側に炭化物の付

着が認められる。
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第 30図 縄文時代中期後半の上器 (1)(1/6)
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7:住居l■南西部の第一次周濤上で,床面より5cm浮いた位置で出上した。国縁部は欠損してい

る。現口径 8.7cm。 現高 10.5cmの 比較的小型な土器である。RLの縄文を口縁部では施文方向を

変えて施文しているため,一部羽状に重複している。底部は網代痕を残し,経の条に対する緯の条

の編み方は, 1本越え。1本潜り, 1本送 りである。炭化物の付着はない。

第 2号住居址出土土器 (第 30図 8～ 10)

2号住居址は地表面から床面までが比較的浅いためか遺物の量も少ない。

8:こ の上器は,割れた口縁部破片を二枚重ねた状態で北辺と東辺の炉石の間の掘 り方内に埋め

られていたものである。口径 49cmほ どの甕形土器の回縁部であり,内外面共によく調整された焼

きの良い土器である。色調は茶色味のかかった黒褐色を呈し,炭化物の付着はない。

9:覆土より出上した。器形は, 日縁が外反し胴部中位で弱 く屈曲する深鉢形を呈する。口縁部

は,一本の横位の低い隆帯と二本の孤状 をなして渦巻状に連結する隆帯とによって半円形の区画を

構成する。区画内は平行沈線の施文されない部分もある。胴部は, 口縁部の渦巻状の隆帯より垂下

する二本一組の隆帯によって維位に区画される。区画内は斜位の平行沈線が左から右へと施文され

その中央部に蛇行懸垂文を配している。器面に貼 り付けられた隆帯は低 く,平行沈線施文後に隆帯

の脇をなぞっている。

10:埋甕として埋設されていた土器であり,器形は,口縁が内湾ぎみに開 く深鉢形を呈する。口縁

部は欠損している。胴部は低い隆帯を日状に配することによって七分割し,区画内へは左から右の

手順で,五本刃の櫛状工具による斜傾する条線状の沈線を充填している。隆帯の脇は部分的になぞ

リカ功日えられている。炭化物は付着していない①現高 23.5cm。

第 4号住居址出土上器 (第 31図 ■,第 34図 5～ 16)

4号住居址は2号住居址 と同様に,地表面より床面までが比較的浅いためであるのか,出上した

遺物の量は少なかった。

H:埋甕として埋設されていた土器で,一度底部を抜きながら,抜いた底部を元の状態に戻して

埋設していた。器形は,日縁が外反し胴部中位で屈曲する深鉢形を呈する。現高 22.5cmで 口縁部

は欠損している。胴部は, 口縁部より日状に垂下する低い隆帯によって六区画 し,区画内へは刺突

状の雨垂文が施文されている。刺突文は右傾するものを施文した後に,横位・左傾するものを施文

しており,交互に施文を繰 り返すハの字文への手抜きが認められる。焼きの良い土器であり,炭化

物は付着していない。

第 34図 5～ 16:覆土より出土した土器片である。半栽竹管状工具による条線を主体 としたもの

(5～ 9)と ,ハの字状の刺突文をもつもの (10～ 12),櫛状工具による刺突状の文様をもつもの (13

～15),縄文を施文したもの (16)の 四種がある。
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第 6号住居址出土土器 (第 31図 12・ 13,第 35図 1～ 3)

12:埋甕 として埋設されていた土器で,底部は抜かれ,欠損部には細かな調整が力Hえ られている。

器形は,口 縁が外反し胴上位でわずかに屈曲する深鉢形を呈する。胴部は低い隆帯 を国状に配し五

区画する。区画内は左から右の手順で,六本刃の櫛状工具によって斜傾する条線が施文される。隆

帯の脇は条線施文後になぞらえている。況高 21cm。 現口径 17.3cmであり,内外面共に炭化物が

付着 している。

13:深鉢形の上器である。口縁には横位の沈線を一本め ぐらし, ∩状の沈線を胴下半まで垂下さ

せているものと思われる。黒褐色を呈する焼の良い土器である。

第 35図 1～ 3:同一個体分である。器形は, 口縁が外反し胴中位で屈曲する深鉢形を呈する。 口

縁には横位の沈線と環状 をなす沈線をめ ぐらし,国状に沈線を胴下半まで垂下させ区画を構成して

いる。区画内は,区画後にヘラ状工具によってハの字文が施文されている。底部には網代痕が残 り

経の条に対する緯の条の編み方は, 2本越え・ 1本潜 り。1本送 りである。赤褐色を呈する焼きの

良い土器である。

第 8号住居址出土土器 (第 31図 14～ 17)

14は床面出土として把えてよい状態であり,そ の他は覆土より出上した。

14:器形は,日縁が内湾し頸部が括れ,胴部が若千脹む深鉢形を呈する。日縁部には半裁竹管状

工具による半隆起状の維位の沈線を施文 し,頸部に連続刺突を加えた半隆起帯を三本横位にめ ぐら

している。胴部は結節のある撚 りのやわらかなRL紀文を施文している。日経 17.3cm。 現高 17.6

cm。 赤褐色を呈するあまりり焼 きの良 くない土器であり,器面はざらつ く。

15:器形は, 日縁が開き胴上部が括れるキヤリッパー状 を呈する。口縁部には隆帯を渦巻状に配

し環状の区画を構成し,区画内は刺突文で埋める。胴部は口縁部より垂下するH状 の低 い隆帯で

区画され,区画内には半裁竹管状工具による斜傾する条線状の沈線と蛇行懸垂文が施文される。

16:器形は,日縁部が若干内傾 ぎみに立ち上がり,胴部は丸 く脹む。鍔部には,口縁の直径上に

向い合った位置にニイ固一対の計四個の孔が上から穿たれている。 胴部は,径 3.5mmほ どの竹管

状工具による円形・三ヶ月形の刺突文を地文 とし,沈線で区画し,区画内を磨 り消 した大きな渦巻

文を配 している。朱痕は,器外面では口縁部・鍔部 。胴部の磨 り消し部に認められ,内面では観察

できない部分もあるが,斑.ミ状にほぼ全体に認められる。胎土は他の上器に比べ非常によく精選さ

れたものを用いており,内外面共によく調整 された赤褐色を呈する焼きの良い土器 である。 日径

26.5cm。

17:器形はキャリッパー状 を呈するものと思われる。口縁部には渦巻状部で孤状 に連結する二本

の低い隆帯が配され,環状の区画はヘラ状工具による沈線で埋められる。胴部は三本の懸垂文で縦

区画され,区画内には,ヘラ状工具による斜傾する沈線と蛇行懸垂文を配 している。
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第 32図 縄文時代中期後半の土器 (3)(1/6)
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第 9号住居址出土土器 (第 32図 22～ 33,第 33図 34～ 42)

9号住居l■は今回の調査で最 も多量に土器 を出土した住居址 である。土器は埋甕 と刻ヽ型手控土器

以外はすべて覆土より出土した。

22:器形は口縁が内湾し肩の張る単純な鉢形である。一対の装飾把手をはさみ, 日縁は波状 を呈

する。口縁部は隆帯により渦巻文 と把手部 を逗結 しており,環状の区画内はヘラ状工具 による沈線

で埋めている。胴部は隆帯を日状に配し入区画 し,区画内はヘラ状工具による縦位の沈線 とその上

に S字状沈線を配している。区画のうち,把手下位の二区画は右傾する沈線のみを施文 している。

焼 きは良 く,色調は赤褐色を呈する。器内面には炭化物の付着が著るしい。

23:口 縁は外反し,胴部中位で屈曲する深鉢形土器である。頸部には横位の沈線を一本めぐらし,

その下に渦巻状の沈線を配 している。胴部は比較的太い二本一組の沈線を垂下さ
せ区画 し,区画内

は縦位の短い沈線と蛇行懸垂文を施文 している。

24:器形は, 口縁が外反し胴部中位で屈曲する深鉢形を呈するものと思われる。頸部 には半我竹

管状工具による平行沈線をめ ぐらして文様帯を分帯 して
いるものと思われる。胴部は撚 りの強いR

Lの縄文を地文 とし,ヘ ラ状工具による渦巻状や孤状 の曲線的な沈線が施文されて
いる。

25:深鉢形土器であろう。胴部は LRの縄文を地文 とし,沈線によって日状に区画 し,区画内に

は蛇行する懸垂文を配 している。黒灰色を呈する焼 きの良い土器である。

26:口縁が内湾ぎみに開 くキャリッパー状の深鉢形土器である。国縁部は二本の孤状 に連結する

隆帯によって構成された渦巻文 を六単位に配 し,残 りの部分はヘラ状工具による縦位の沈線で埋め

ている。胴部は浅い条線状の沈線を地文 として,三本一組の垂下する沈線によって五区画して
いる。

区画内には蛇行懸垂文が配されている。口径 15cm。 器高 20.5cm。

27:口縁は外反し,胴部が緩いカーブを描 くキャリッパー状の深鉢である。口縁部は低い隆帯で

渦巻文を構成し,一本の隆帯が渦巻文を連結 している。渦巻文を結ぶ隆帯は低 く,わずかに面影 を

残す程度であり,沈線化が進んでいる。胴部は,口縁部の渦巻文から垂下する低
い隆帯によって六

区画され,区画内は五本刃の櫛状工具による条線状 の沈線で埋められる。隆帯の協は条線を施文 し

た後になぞりが加えられている。口径 18.3cm。 現高 22cm。

28:口 縁部は直立し,頸部から丸 く大 きく張 り出した胴部 となる壷形の土器である。頸部には隆

帯をめ ぐらし,胴上部は胴部の隆帯による大 きな渦巻文 と隆帯で連結し,台形の区画を構成し
てい

る。区画内と渦巻状の隆帯閥は半裁竹管状工具による条線状の沈線で埋め,そ の後に隆帯
の脇にな

ぞりを加えている。朱痕はない。器内面では 3cm幅の粘土帯を積み上げている状態が観察できる。

29:キ ャリッパー状の深鉢形土器である。口縁部には隆帯による渦巻文を四単位に配し,渦巻文

の単位間は隆帯により楕円形状に区画される。区画内には精されな
い繊維を用いた撚 りのやわらか

い RLの組文が施文されている。渦巻文の下には一本の隆帯がめぐり,一ケ所の渦巻文 と連結 して

いる。胴音卜は, 口縁菩卜の紀文 と同じRLの縄文を地文 とし,縦位の磨 り消し帯を酉己している。色調

は明るい茶褐色を呈しており,他の上器よりも小粒子が表面に多く出ているように思われる。搬入
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第 33図 縄文時代中期後半の土器 (4)(1/6)

品である。口径 16.7cm。 現高 21.5cm。

30:口 縁が四単位の波状 をなす胴長の深鉢形土器である。日縁部は,波頂部と波底部下に渦巻文
を配 し,区画内は LRの紀文で埋めている。渦巻文の下位には一本の隆帯が横位にめ ぐっている。
胴部は地文に LRの縄文を施文し,二本一組の継位の沈線で七区画されている。沈線間は縄文 を磨
り消 していない。焼きの良い土器であり,29等 の模倣品であると考えられる。
el:口 縁が緩やかな波状 を呈するキャリッパー形の退化 した深鉢形土器である。日縁部に は隆
帯にょる1品巻文を配 している。胴部はLRの縄文を地文 とし,縦位の沈線と蛇行する沈線を施文 し
ている。沈線間の縄文は磨 り消していない。色調は明るい茶褐色を呈 し,胎上にはかなり大粒の小
礫を含む焼の良い土器である。やはり搬入品であろう。

32:張 り出し都下に逆位の状態で埋設されていた埋甕である。胴下半部は欠損 してお り,欠損部
には細かな調整が打ち加えられている。 把手 は四ケ所とも取 り除いている。 器形は, 日筋tttbが
直線的に外反し胴部上位が張 り出す甕形を呈する。この型式の土器は,器形の最大径が口縁にあり
底部が非常に小さい特徴がある。口縁部は無文帯 となり,胴部には左巻の隆帯による大 きな渦巻文
を四単位に構成し, その間に小さな渦巻文を配 している。π字状把手は低い隆帯で連結 し,把手の
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第 34図 縄文時代中期後半の上器 (5)(1/3)
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両脇には渦巻文を入れている。地文は半裁竹管状工具による平行沈線であり,施文後に隆帯の協を

なぞっている。土器が大きいわりには比較的器壁は薄 く,内外面共によく調整された焼の良い土器

である。口径 43cm。 現高 43.4cm,内外面共に炭化物の付着はない。

33:32の 埋甕と主軸線上に並び,逆位の状態で埋設され,上面には貼 り床がなされていた。胴下

半は欠損しており, 口縁部も一ヶ所U状に打ち欠かれている。器形は口縁が内湾ぎみに開き,胴部中

位が張 り出す甕形を呈する。日縁部は渦巻文を二本の隆帯で孤状に連結し,三角形状の区画を作 り

出している。区画内は半裁竹管状工具による条線状の沈線で埋めている。胴部は六本刃の櫛状工具

による条線状の沈線をその地文とし,蛇行する沈線を等間隔に 16本懸垂させている。器内外面共に

炭化物は付着していない。口径 32.3cm。 現高 29.4cm。

34:器形は, 口縁部が直線的に開き胴部の脹みの度合が少ないキャリッパー状を呈する。口縁部

には一本の沈線を横位にめぐらしている。胴部には低い隆帯を国状に垂下させ,隆帯の脇は斜傾す

る条線状の池線を施文した後になぞりを加えている。

35:口縁がやや内湾ぎみに開くキャリッパー状の深鉢形土器である。口縁部には横位の沈線を一

本めぐらし,沈線による同ッふ円文と環状文を配し,環状の区画内は条線状の沈線で埋めている。胴

部は口縁部より沈線を垂下しており,沈線の頂部が∩状に環をなしたものもある。沈線間は六本刃
の櫛状工具によって条線状の沈線を斜傾する状態に施文し,最後に縦位の方向に施文し,地文 とし

ての効果を出している。国径 20.3cm・ 器高 25.4cm。

36:器形は,頸部が括れず底部から口縁へ直線的に開 く。口縁部は一本の隆帯を孤状に連結させ

半円形の区画を構成している。隆帯の連結する部分は若千口辺へ突出しており,突出部は五単位 を

なすものと思われる。胴部は二本の深い沈線で区画され,区画内は規則性に欠ける沈線で埋めてい

る。

37:器形は肩部の張る深鉢形を呈するものと思われる。口縁部には横位の沈線を二本め ぐらして

いる。肩部には隆帯による眼鏡状の区画が構成されており,胴部は肩部より垂下する隆帯によって

区画されるものと思われる。区画内は半裁竹管状工具による沈線化した平行沈線で埋められている。

38:口縁部には横位の沈線を一本めぐらしている。胴部は同状に貼 り付けられた低い隆帯により

区画され,区画内へは半裁竹管状工具による平行沈線を埋め,蛇行する沈線を懸垂させている。

39:器形は,日縁が直線的に関く胴部の脹みの度合が少ないキャリッパー状を呈する。口縁部に

はの字状 。S字状の沈線を配し,胴郡は縦位の沈線を施文した後,右傾する沈線を施文している。

40:器形は単純な鉢形を呈し,口縁部はニケ所突出部が対峙する。日縁部は一本沈線を横位にめ

ぐらし,突出下に渦巻文を配している。胴部は隆帯によって日状に区画され,区画内を刺突状の沈

線で埋め,隆帯の脇をなぞっている。

41:器形は,口縁部が直線的に開き胴部があまり張らない深鉢形を呈する。口縁部は四単位の波

状をなし,環状に連結する沈線と胴部へ垂下する渦巻状の沈線を配している。胴部は垂下する二本
の沈線によって区画され,区画内へは綾杉状の沈線を充填 している。
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第 35図 縄文時代中期後半の土器 (6)(1/3)
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42:器形は, 口縁がやや内湾ぎみに開き胴部が張らない単純な深鉢形を呈する。口縁部は一本の

沈線を横位にめ ぐらす。胴部は沈継によって日状に六区画し,区画内を七本刃の櫛状工具による条

線状の沈線で埋めている。区画内の沈線は一区画のみが波状に施文されている。図に採った部分の

縦位に区画する沈線は,施文後に器面の調整を受けているため磨 り潰れている。口径 30cm・ 器高

30.9cm。

第 10号住居址出上土器 (第 34図 1～ 4)

10号住居址は遺物が比較的少なく,図示 した土器は炉址周辺の覆土から出土したものである。図

示 した土器以外に曽利Ⅳ式上器片が多く出土している。

1は キャリッパー状 を呈する深鉢形土器であり,口縁部には隆帯による渦巻文を配している。胴

部は地文にLRの縄文を施文 しているが,ほ とんどが磨り潰れている。2・ 3は 同一個体の破片である。

口縁部には横位の沈線を一本め ぐらし,胴部は縦位の沈線で区画した後に綾杉状の沈線を埋めてい

る。4は 口縁部に横位の沈線を一本め ぐらし,胴部は沈線による日状の区画内へ雨垂れ状 の刺突文

を施文 している。

第 12号住居址出土土器 (第 35図 4)

南を6号住居l■ によって切 られ, また完掘ではないためか遺物の量も少ない。

4は床面より17cm浮いた位置で出土した。日縁はくの字状に外反し,胴部が丸みをもつ把手付

きの深鉢形土器である。器面には,原体の長さが 2cmほ どの RLの縄文が地文されている。内面は

よく調整されており,器壁の厚い焼のよい土器である。

屋外埋甕 (第 31図 19)

口縁部は欠損 している。器形は胴上部が強 く張 り出した深鉢形を呈する。胴部は H状の沈線によ

り□状・日状に縦位に四区画・計八区画されている。区画内は六本刃の櫛状工具による沈線を綾杉

状に施文し,蛇行懸垂文を中央に配 している。比較的厚手の焼きの良い土器である。器内面にはわ

ずかに炭化物が付着 している。

遺構外出上の上器 (第 31図 18・ 20・ 21)

18は 第 6号小竪穴東南の掘 り込み部の脇より出土した曽利Ⅱ式の深鉢形土器である。20は G-4
グリットより出上した。胴部の隆帯による区画内は半裁竹管状工具による平行沈線が斜位に施文され

蛇行する懸垂文が配されている。21は F-13グ リットより出土した。胴部 は連結する隆帯をH状

に配 し,区画内は半裁竹管状工具による平行沈線を条線状 に施文 し,中央部に蛇行懸垂文を配 して

いる。20。 21共に曽利 Ⅲ式上器である。
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3.縄文時代中期後半から後期初頭の上器

中期終末から後期初頭の土器は量的にはそれほど夕くはない。出土状態も,住居址の覆土や小竪

穴の覆土中より他の時期の土器片と共に散発的に出土する例が多かった。その中で第 6号小竪穴出

上の上器は比較的纏まっている。

第 6号小竪穴 (第 36図 1～ 13)

覆土上部より出土 した。覆土中には曽利Ⅲ・Ⅳ式上器片が混入していたが量的には少ない。また

土器片の大 きさも曽利H・ Ⅳ式上器片の方が小さいものであった。曽利 V式上器片は文様で判断す

る限 り出土 していないし,掘ノ内式土器片も出土していない。

1は 口縁が内傾 し, 日縁部には一ケ所 B字状の低い橋状把手が付けられている。口縁郡は短 く,

無文帯下 に徴隆起線 をめ ぐらし,徴隆起線に沿って円形の刺突文が施文されている。胴部には縄

文は施文されておらず, 把手下に ∩状に施文された沈線の一部が残っている。胎土には比較的大

きめの粒子が多量に含まれており,焼 きのわるい土器である。

2は 口縁が内湾し,胴部中位で括れる深鉢形であり,口縁は一単位 を除き緩やかな波状をなすも

のと思われる。口縁部には S字状の隆帯を貼 り付け,短い無文帯下に徴隆起線をめ ぐらし,S字状

隆帯 と,そ して徴隆起線に沿った部分に刺突を加えている。胴部は沈線によって区画され,LRの

縄 文が施文されている。

3・ 4は共に口縁部破片であり,3は LRの縄文を施文した後に沈線で区画している。 4は沈線に

よる区画内に LRの縄文が施文されている。

5～ 13は称名寺式上器の破片である。5・ 6は 口唇部が肥厚する波状口縁部の同一個体破片である。

波頂部より縄文地の上に刺突を加えた縄文帯を回縁に沿って垂下させている。 7は胴部の括れ部で

ありLRの縄文帯が U字状に残っている。 8は胴部の張 り出した部分である。 9は厚手の焼きの良

い土器であり,LRの 縄文を磨 り消 している。10は頸部の破片,11は LRの紀文を磨 り消してお

り,沈線が深いのを割れ口で観察できる。12は LRの縄文を太い沈線によって区画 している。13は

沈線のみで,沈線間には刺突文はない。

第 4号・ 第 16号小竪穴・第 10号住居址 (第 37図 1～ 6)

1は 第4号小竪穴出上の頸部に押圧隆帯を有する堀ノ内I式上器。2～ 5は 第 16号小竪穴出土で

ある。6は 10号住居上の覆土より出上した関東西南部に多く出土するものと共通する甕形を呈する

大型の堀ノ内 I式上器である。
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第 37図 縄文中期末から後期初頭の上器 (2)(1/3)

第 2節 土 製 品

1.小型土器 (第 38図 1。 2)

1は 9号住居址の床面より出土した。口縁は向い合った一対が粘土を角状に撮み上げており,全

体で四単位の波状を呈する。器形は,輸積みで製作された後に指頭にて整形したものと思われる。

内外面共に朱痕等の付着痕は認められない。

2は E-6グ リットより出土した。胎土は良質であるが,焼成はあまり良くない。二段以上の輪

積みで,指頭により整形を行っている。内外面共に朱痕等は認められない。
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第 38図 小型土器 (1/2)
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第 3節 石 器

本遺跡より出土した石器類は,図示 したもの以外特に黒曜石製の手J片類の量が非常に多い。これ
らも含め,縄文時代中期以前の所産 と考えられる黒曜石製の子J片石器の多くは中期後半の住居址の
覆土より出上している。 したがって細かな各時期毎の住居址単位での石器組成の把握は困難であり,
各時代の大まかな傾向をとらえ得たにすぎない。このことについては,多量に出土 した黒曜石製の
子U片石器の在 り方と共に,今後さらに検討を加えその責を果す所存である。ここでは各器種毎に説
明を加えて行 きたいと思う。なお,出土 した石器の属性の一部は第 1表に明らかである。

1.打 製 石 斧

打製石斧はわずか 9′ミ出上 したのみであり (第 40図 1～ 9),完形 7点・基部欠損 1´ミ・基部破片
L点 である。

I類 :短冊形を呈するもの (第 40図 1～ 6。 9)

II類 :撥形を呈するもの (第 40図 7・ 8)

短冊形を呈するものには,刃部がやや広がるもの (第 40図 1・ 2・ 9)と 刃部の肩部の一方が九味
を持つもの (第 40図 4・ 5・ 6),胴部の中程が張るもの (第 40図 3)と がある。第 40図 1は硬砂
岩製で基部には自然面を残 し屈曲を持たせている。厚さは一様で,裏面は表面に比べて平坦に仕上
げられている。第 40図 2は基部を欠損するもので,刃部に近い下半部は上半部よりも薄 く調整 さ
れており,基部に近い部分に自然面を残している。第 40図 3は表面が自然面で被われている。 第
40図 4は片方の縁辺部に自然面を残 し,厚 さは一様に仕上げられている。刃部は一方の肩部が丸味
を持つ。第 40図 5は基部が若干欠損 し,基部の厚さが先端部の厚さよりも薄 く仕上げられている。
刃部は肩部の一方が丸味を帯びている。第 40図 6は基部縁辺に自然面を残 し,形状は短冊形でも楕
円形に近 く,刃部の肩部の一方が丸 くなっている。第 40図 9は刃部が破損 してお り, 形状は不明
だが基部の状態等から視て短冊形であると思われる。第 40図 7は表面に自然面を残 し,基部縁辺を
中ッと、に調整を加えている。第 40図 8は基部周辺の形状は短冊形に似ており,刃部周辺は幅が広 く,
全体の平面形状はトランシェの形状に似ている。調整は比較的入念で,基部に近い上半部よりも薄
〈仕上げられ,側面形は湾曲している。縄文時代前期の所産であろう。
本遺跡の主体が紀文時代中期後半の集落跡であることを考えると,打製石斧の量はあまりにも少
なすぎる。廃棄された地点が異なるのであろう。いずれにしても打製石斧の少なさは本遺跡の性格

を物語っているものと思われる。

2.磨 製 石 斧

総数 8′ミ (第 39図 1・ 2・ 第 40図 10～ 16)であり,内訳は完形 4′ミ・基部欠損 2′ミ・基部破片
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3点である。

I類 :定角式のもの (第 39図 1・ 第 40図 10～ 13)

H類 :乳棒状のもの (第 40図 14～ 16)

Ⅲ類 :ヘ ラ状のもの (第 39図 2)

第 40図 10は 薄手で割合担念に研磨されており,鋭不Jな刃部を有する。刃線は湾曲している。体

部には剖離痕が残り,製作工程をよく伝えている。第 40図 ■ は基部に若千の欠損が観察でき,厚

さが一定に仕上げられている。刃部は鈍角であり,使用による刃こぼれが観察できる。第 3図 12は

基部を欠損するもので,研磨は入念である。刃部は外湾するが,使用のためか,肩部が丸味をおび

ている。第40図 13は基部のみが残存し,研磨は入念で厚さも一定である。第 40図 14は基部より

も胴部周辺が厚 く,形状 もあまり定形化していない。第 39図 1は 基部の月ヽ破片である。第40図15

は胴部上半に敲打以前の工程で行なわれた大きな崇J離痕を残している。体部の厚さはほぼ一定であ

る。第 40図 16は基部周辺を中心に敲打痕が残り,刃部周辺はとくに研磨されている。第 39図 2

は早期に特徴的な石器であり,刃部には刃こぼれが観察できる。

3.石   匙

石匙は調整の粗雑なものが主体で 10点 出上している (第 55図 1～ 10)。

I類 :横型石匙 (第 55図 1・ 2・ 5～ 10)

H類 :縦型石匙 (第 55図 3。 4)

I類には刃部が直線状のもの (第 55図 6～ 10)と 外湾するもの (第 55図 1・ 2・ 5)と がある。

また,維長状の予U片 を利用したものと横手Jぎの手J片 を利用したものとがある。刃部調整は多くが片

面調整であり粗雑である。 H類は縦長状の手U片 を素材 としている。

4.横刀型石器

系J片の長軸に沿う側辺を刃部 としたもので,長方形を呈する小型な石器であり, とりあえず横刃

刃型石器 として一括 してお く。

第 39図 3は 刃部側に自然面を残 してお り,比較的薄身で断面形は楔形を呈す。表百には石器の

短軸に沿って黒色部分が残存 しており, この黒色部分の在 り方は本石器の使用状態を暗示 している。

第 39図 4は 刃部左先端を欠損 している。表面背側に自然面 と稜 を残す。第 39図 5は刃部が外湾す

る。刃部は中央より左側を主体に設けられており,右先端部では刃部は作出されていない。

5,ス クレイパー状の石器

第 39図 6で,同一打面より連続して千J出 された*J片 の自然面を残す側辺部を刃部 としている。
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6.石   金族

石金族は未成品も含めて 70点出上 しており,石器総点数 168点 の内の約 42%を 占めている。石器

の石材は第 53図 19の チャー トと第 53図 20の頁岩の二点を除き,他はすべて黒曜石である。石金族

は無茎凹基・無茎平基・無茎円基の三類に分類でき,各類の点数は無茎凹基 34′く 。無茎平基 19点

。無茎円基 8点・未成品 5点 。不明 4点 である。

無茎凹基 I類 :基部に対 して浅めの維長状子」離を加えたもので,基部が浅めに内湾するもの (第

49図 4・ 8・ 9,第 50図 1・ 5。 29,第 51図 16～ 18,第 52図 1,第 53図 1・ 3)。

無茎凹茎 H類 :基部に対 して深めの調整を加えたもので, I類に比べて狭入部は深 く三角形を呈      ・

するものが分い。調整が入念で先端部の鋭利なものが多く, I類に比べて形も左右対称で自然面を

残すものが少ない。第 53図 18は調整の入念なもので先端部にカエリ状の凸起が作 り出されており      '

類例の少ない石金族である。また,第 51図 8は脚部の一方に裁聯痕が見られる。

無茎平基 I類 :最大長 と最大幅が比較的に近いもので正三角形を呈するもの。これには割合い小

型なものがあり,無茎凹基 I類に類似する点もある。

無茎平基 H類 :最大長が最大幅よりも大きいもので, I類に比べて調整の入念なものが分い。

無茎円基 :無茎平基 H類 とは異なり粗雑なものが多く, また形状 も一定ではなく部厚いものが多

い。無茎円基の範躊には尖頭形石器 (小林康男他 1974)と 呼称 され得 るもの (第 49図 10,第 50

図 4,第 51図 11,第 52図 8)も 含まれる。これらの石器は先端部を重点的に調整 しているが,基

部は未調整のもの,あ るいは二回程度の側縁からの調整を加えているものがあり,基部は入念に調

整を行なっていないため部厚い。この石器に共通する重要な特長は,先端部周辺の縁辺部に見られ

る磨痕状の痕跡であり, また先端部のみ入念な調整が加えられていることから, これらの石器は刺

突の機能を有するものと推定されている(小林康男他 1974)。

未成品 :未成品はすべて黒曜石製で 5点 ある (第 49図 12～ 14,第 53図 14・ 15)。 なかでも基部

に入念な調整が加えられたものはスクレイパーの可能性が強い。

7,ス クレイパー                                          ・

スクレイパーとして分類 したものは,貝殻状の祭」片及び維長状子」片の末端に部厚い刃部を有する

もので,貝殻状の剰片を利用しているものの中には刃部が鳶口状になっているものもある。貝殻状      与

の手」片を利用したもの 6点 (第 49図 15'16,第 50図 8,第 52図 10。 11,第 54図 8), 縦長状の

手」片を利用したもの 2点 (第 50図 13,第 54図 9)で全て黒曜石製である。

以上のスクレイパーの他に,不定形な禁1片若 しくは破片の縁辺に不規則,又は規則的な二次調整

痕の見られる石器がある。これらの石器は争J片石器 と呼称され,象J片形状によって分類がなされて

いる (武藤雄六 1965)。 本遺跡では 23′主出土しており,第 49図 18。 第 53図 7の チャート製を除

き全てが黒曜石製である。これらの石器は手J片の形状 よりも,む しろ刃部の形状 に主眼をおいて分

類するのが妥当であろう。
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I類 :刃部が直線状 をなすもの (第 49図 17・ 22,第 53図 7)。

H類 :刃部が外湾するもの (第 49図 23, 第 50図 9, 第 51図 12・ 13・ 19～ 21, 第 52図 15,第

53図 5。 9, 第 54図 4～ 7)。

m類 :刃菩るが内湾するもの (第 49図 18, 第 52図 14, 第 53図 6・ 8)。

I類は 3フ点あり,第 49図 17・ 22は剖片の縁辺に二次調整を加え刃部 を作 り出している。Ⅱ類は

15点 で,不定形手J片・砕片利用のスクレハバー類の約 65%を 占める。刃部は二次調整を加えたも

のと,剖片の鋭利な縁辺をそのまま利用したものとがある。Ⅲ類は 4点,若干刃部が内湾するもの

ノッチ状に袂入部を有するものとの二者があり, ノッチ状の袂入部をもつものは一点出上している

(第 52図 14)。

8.縦長状剥片

母岩から系J離された縦長状 を呈する系J片 , または自然節理によって生 じた縦長状の手」片である。

母岩より剖離されたものは裏面に第一次手J離面を残し,表面には数条の稜 をもち,鋭利な縁辺をも

つものが一般的である。手J片の縁辺を刃部 としているものは29点 あり,全て黒曜石製で,第 52図

23の みが最大長の位が最大幅の位よりも小さい。縦長状粂J片 は刃部の形状 により分類することが

できる。

I類 :刃吉るが外湾するもの (第 49図 24～ 26,第 50図 14・ 15。 25,第 51図 22,第 52図 17'20

・23・ 24,第 54図 11'13・ 15'16)。

■類 :刃部が直線状を呈するもの (第 51図 4～ 7,第 52図 25)。

III類 :刃菩Ьが内湾するもの (第 52図 16。 18～ 22, 第 54図 10・ 12・ 14)。

I類は 15点 あり,系」離の際に生 じた鋭利な縁辺を刃部としているもの (第 49図 24～ 26, 第 50

図 14。 15,第 51図 22,第 52図 20。 23,第 54図 15。 16)は ,刃部に lmm前 後の使用により上

じたと思われる月ヽ さな制離痕が残っている。また,縁辺に二次調整を加え刃部 としているものがあ

る (第 50図 25,第 52図 17・ 24,第 54図 11・ 13)。 II類は 5点 あり,第 51図 5が剥片の鋭利な

縁辺を刃部 としている他は,すべて二次調整により刃部を作 り出している。Ⅲ類は 9点 あり,やは

り制片の鋭利な縁辺を刃部 としているもの (第 52図 18・ 19・ 22,第 54図 12)と ,二次調整 によ

り刃部を作 り出しているもの (第 52図 16・ 21, 第 54図 10。 14)がある。

9.楔 形 石 器

両極打法によって作出されたもので,平面形はほぼ四角形,イ貝」面形は凸レンズ状 を呈する。断面

形は楔形を呈し,稀にlRl縁及び上下端に哉断痕を有するものである。本遺跡からこのような特徴を

そなえた石器は 11点出土 してお り (第 49図 19～ 21,第 51図 1,第 53図 22～ 25,第 54図 1～ 3),

全て黒曜石製である。全体的にあまり両極の象」離は顕著ではなく,幅の広いものが主体的である。

裁聯面のあるものは 2点あり (第 53図 22・ 23),側縁部に有するもの (第 53図 22)と 上端に有す
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るもの (第 53図 23)と がある。景J離は両極からのものが主体であるが,剖片の縁辺から二次調整

を加えたものもある (第 51図 1,第 54図 2)。 これらの石器の規格は,長 さの平均約 2.lcm。 幅の

平均が約 2.3cm・ 厚さの平均は約 0.5cmであり,横長の比較的薄手のものと言うことができる。

これは,岩手県碁石遺跡 (戸田正勝他 1974)の ピエスーエスキーュの分類に従うとH類 とされ た

ものに近い。

本遺跡出上のこれらの石器は,両極よりの制離が顕著でないことと,刃部での細かな階段状の制

離痕が観察できないという問題点がある。 また,両極打法に関係する台石及びハンマース トーンが

発見されていない事も問題 としてある。 したがって, ここで楔形石器 として扱ったものは石器自体
の在 り方も含め疑間を残す石器であり, スクレイパーの一種,あ るいはブランクも含 まれているも

のと思われるが, ここでは一応楔形石器 として扱ってお く。

10.石   錐

石錐は 8点出土しており,チ ャー ト製の第 49図 27を 除き他は全て黒曜石製である。台部を有す

るもの (第 50図 10・ 16)と 有 しないもの (第 51図 14・ 23,第 54図 17・ 18),及 び台部が欠損 し

しているもの (第 49図 27,第 54図 19)と がある。全体的に調整は入念であり,台部 よりも舌部

に重点的に加えられている。また,先端部に使用によると思われる磨痩を有するものもある。第 51

図 14,第 54図 17・ 18は両端が尖頭部 となるもので,石鏃の無茎尖基と分類されている (小林正

春他 1975)も のに類似している。いずれも先端部縁辺に磨痕状の痕跡が残っている。

11.凹石・磨石・敲石

凹石は出土量が多く,敲石は 3′点,磨石は 1′点である。凹石は,凹石 としてだけの機能を有する

ものと,磨石または敲石,あ るいはこれら三様の機能を有するものとがある。このうち,遺構から

検出されたものを図示 したが,各遺構からの出土タミ数は,第 1号住居址 5。 2号址 1。 3号l■ 3・ 1

号址 1・ 5号址 2・ 6号址 2・ 7号址 2・ 8号址 4・ 9号址 9・ 10号址 2・ 11号址 2。 12号址 2と , /Jヽ

竪穴からは,第 5号・15号・16号万ヽ竪穴から各 1″く,第 6号・12号・14号小竪穴か ら各 2点が検

出された。住居址から検出されたものでも,床面に遺存 したものと,覆土中のものとがあり,必 ら

ずしも同一に取扱い得ないのは勿論である。 したがって各住居址出上の凹石を比較検討 したが,住
居址による時期的な差は殆んど認められなかった。これはまた, この石器の有する機能的性格の一

端を示唆するものといえよう。

さて, これら凹石を形態的にみると,平面形が楕円形,不整楕円形,三角形,石鹸形等を呈する

が,基本的には石器の維横の長さの比の小さい楕円形のものと,維横の長さの比の大 きい長楕円形

のものとに分けられる。そして,前者は凹石 としてのみの機能を有するものが多く,後者は磨石や

敲石 としての機能を併せたものが多い。

凹孔の状態は,凹みが深い断面漏斗状 を呈するもの (例。第 44図 2。 3・ 4・ 6)と ,敲打による打
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痕様の浅い小子しが集まったもの (例
。第 41図 1・ 2'4・ 5)があるが,後者のものの方が分い。凹

孔が縦にいくつも酉己列するもの (第 41図 3。 第 43図 8・ 第 44図 5。 第 46図 4。 第 47図 3)が あ

り, これらはすべて磨石または敲石 としての機能を併せ有 している。凹孔が片面のみのもの 16点 ,

両面にあるもの 23点で,四面にあるもの (第 45図 3)が iミである。深い凹孔が両面にあるもの

は概 して断面形が扁平で (例
。第 44図 2・ 3・ 4・ 5)凹石 としてのみの機能を有するものが多い。

磨石は (第 43図 4)1′ヽで,片面は平坦になるまで丹念に磨ってある。敲石は 3′点で,第 43図

2・ 第 45図 2は ,一端の全面に打敲によるあばた状の痕跡を残している。第 48図 1は平面形が三

角形を呈し,尖った一端に打敲痕がみられる。

凹石 をその機能性により分類すると,凹石 としてだけの機能を有するもの 22点 ,磨石 としても

使用されたと推定される磨 り痕を残すもの 13点 である。磨 り痕が片面だけのものは7点で,第 42

図 3・ 第 45図 3の ように僅かに部分的に磨 り痕の認められるものもある。両面に磨 り痕のあるもの

は第 44図 6。 第 48図 2の 2タミで,第 48図 2は棒状 を呈し,凹 みは僅かな打敲痕で,む しろ穀招石

としての機能を有する石器であろう。側面も磨っているものは第 41図 3・ 第 47図 3の 2点 で石鹸

形を呈する。

一端に打痕を残し,敲石 としても使用したものは,第 44図 5の 1′点である。凹石・磨石・ 敲石

の三様の機能性を有するとみられるものは,第 41図 2・ 第 43図 1。 第 47図 1の 3点である。

以上,凹石・磨石・敲石について概括 したが,当遺跡の凹石の出土量は,打石斧と比較 して量が

多く,早期から後期までの重複遺跡という当遺跡の性格の一端を示唆するものであろう。

12.敲 打 器

第 39図 7。 礫,あ るいは残核を素材 としたもので,部厚い方形を呈する。敲打 した縁辺は一ケ所

であり,断面は厚い楔形を呈する。縁辺は打撃による手J離痕を残し,あ たかも石器 として加工され

たかのようである。

13.石   鐘

第 39図 8。 円形で裏面が若千湾曲する偏平な河原石の両端を打ち欠いている。打撃の回数は下端

が多い。

14.石皿・石棒

石皿は6点出土したが,すべて破片で,石質は夕孔質の安山岩である。 5号住居址から2点 (第

56図 1・ 2),9号住居址から2′点 (第 56図 3・ 4),10号址のピット内から 1′点 (第 56図 5), 第

12号小竪穴から一点 (第 56図6)が検出された。第 56図 2は 5号址の覆土中から離れて出土した接合

資料である。第 56図 1は皿部の凹みは浅 く,断折面が黒 く焼けており,断折廃棄後に何等かに再

使用されて焼けたものであろう。第 56図 2は皿部の凹みはやや深 く,縁部が狭 くて, 皿部はなめ
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らかとなるまで磨減が著しく,長期間使用したものであろう。第56図 31よ製作が粗雑で,縁部や側

面の凹凸が分く,凹みは浅い。第56図 4は皿部は浅いが磨減が著しい。凹みの中央部は光沢を 帯
びる程に磨られ, また裏面は火熱により赤 く変色している。第56図 5。 6は形態の整った重厚な石

皿で, 5は平面形が精円形を呈し,凹みは深 く,一端が濤状にあけられている。

石棒は僅かに 1点出上しただけである。第 56図 7が 8号住居址炉内より検出された。 断折品で
あるが,周囲の面はかなり丹念に磨って調製が加えられている。石質は安山岩である。

第 4節 石 製 品

1.挟状耳飾 (第 39図 9)

平面形は直径 44mmの円形を呈するものと思われ,断面形は最大厚部 8mmの平盤状 を呈する。
穿孔部は中央よりやや上位に設けられており,表面より1/3ほ ど錐揉された後,裏画より貫通され
ている。切れ目擦切は穿孔後 に行なわれており,切れ目部の線上にあたる孔の縁に擦切痕が残る。切

れ日擦切は表裏面より行なわれている。全体の輪郭の縁は角が落されている。ホルンフェルスの風

化したものを用いており,重さ 10。 9g。 前期末の所産である。
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第 43図 組文時代の石器 (5)(1/3)
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第 44図 縄文時代の石器 (6)(1/3)
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第 45図 縄文時代の石器 (7)(1/3)
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第 46図 縄文時代の石器 (8)(1/3)
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第 47図 縄文時代の石器 (9)(1/3)
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第 48図 紀文時代の石器 (10)(1/3)

-71-

10●m



◇          ~

C中 !黙‖2鯵小3庵〉4綾‖5‖‖6

庵17員 {8n49

● θ◎蹴鯵ヽ
G議 転  15   く霙 議 ふ 16     17

◇脆◎a⑮悦
く≦ 319                        -22

第 49図 縄文時代の石器 (■ )(1/2)

一- 72 -―

_轡聡
べ 力 10

題も11あ‖確

希Ｗ門ＶＶ
　
２７

）
漸
期

◆
⌒



△‖5へ‖6
八
出
國

続

ゆ

・【『中『獅『獅『ｖｖ。

れ
＝
＝
聞
Ⅲ
Ｗ
Ｗ

恥
ぉ

�

イＩ

Ｖ

Ｖ△

∝
〔)      lo

〇
簸

Ｂ
Ａ

出

Ⅳ

Ｍ

Ｖ

』 8⑬赳9 △‖11

△

第 50図 縄文時代の石器 (12)(1/2)

Юも19ぬほ△t知 謬
~    ⌒  25

△4節圧|″ぁθtt a‖郷∧佐OA‖制

―- 73 -一

0            5cm



ハ  3
∠ 三 二 ゝ 2

り域3~
ハ
‐Ｉ
Ｈ
Ｉｌ
⑭

瀞

＝

＝

＝

＝

川

Ｕ

恐

　（

珍拶察雄‖8   コ彦弩岨↓9

∞ 馬封

第 5,図 組文時代の石器 (13)(1/2)

―- 74 -―

ひ 23

5cm

^↓

,0櫂

/｀ 13

ｍ
出
ｔｔ‐
ｗ
ｗ
円
ツ
阿

餞

”
◇

h惟 ぇぐ崎あォv 脚 憎く轟轟璽か鳴

⌒



愚緞1カ 2ぬ‖3穐 14R寸5月 6

縁IЮ鰺(H姶駈
Ａ
田

測

＝

円

Ｗ

Ｖ

）
え

―@-9△‖
≪ ≧ ゝ 8       0

ｑ

‐３

８
◇

第 52図 縄文時代の石器 (14)(1/2)

―- 75 -―

z_    18   /へ  19

鰯 担 23

緯

｛

へ

日

― ‐

川

‐ Ｉ

日

Ｈ

Ⅲ

Ｉ Ｖ

Ｈ

Ｗ

ｕ

ｖ

２



△θi ¢〈2 俄く3

9

題恩↓4

蔭劃即5 れ
桑
か 97鑑剤8

迭ホ10 るも"鰹↓惚触‖情

郡

　

６

滲卜4るほ餓6働 (″ Å惟8ひ仇

″鰯脱3鬱 i餌 ∞ 9お

第 53図 組文時代の石器 (15)(1/2)

-76 -―

o           5cm



にゆ1 一闇↓2 録 93 蛭 44

祠

脚

‐―――

‐――

湘

窪
―
粒1

ハ
山
Ｍ
Ｗ

⑨

◇

八
十‐‐
―ュ‐
Ｖ

⑬

◆

―Ⅷ鱒
△     8

・⑬《5
小   6

毯f
くc、   10

第 54図 縄文時代の石器 (16)(1/2)

-77-一

馴伸
5cm



幻

側

聞

Ⅶ

Ｖ

Ｉ

　

　

　

　

　

代

制

肘

川

印

キ ー ー

‐ ‐，

Ｗ

Ｎ

I

~   3

→     6

電

８

第 55図 組文時代の石器 (17)(1/2)

一- 78 -―

→

ここラ砺



●

6

組文時代の石器 (18)

- 79-

20cm第 56図



版
号
図
番 出土 区 種  別 最大長 最大幅 最大厚 重 量 石  材 考備

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

1

2

3

4

5

6

1

2

3

4

5

6

1

2

3

4

5

6

E■6

12号住居

9号住居

C-5,6
9号住居

6号小堅穴

9号住居

8号住居

F■ 7

F-2

D-6

G-5

4号住居

9号住居

1号住居

8号住居

6号住居

1号住居

G-4

1号住居

表 採
C-7

9号住居

10号住居
1号住居

〃

〃

〃

〃

2号住居

3号住居

〃

〃

4号住居

磨製石斧

横刃型石器

〃

〃

スクレイパ
ー状の石器
敲打器

石 錘
狭状耳飾

打製石斧

″

″

〃

″

″

″

〃

磨製石斧

〃

〃

〃

″

″

〃

凹 石

石

石

敲

凹

(1.6)

(3.9)

4.0

7.5

4.4

7.6

7.8

42

4.4

11.4cm

10.2

10,9

10.1

9,1

8.8

9,5

7.1

(54)
101

108

10.6

(64)

(56)
14.8

12.9

103

12.6

94
12.8

(102)

13.5

10.0

10,3

(13.1)

■.2

9.4

94

9,0

8.1

11.6

14.6

(6.6)

9,7
|

(2.5)

2.8

7.6

3.5

8,0

8.3

77

4.2

(3.0)

5.2cm

5,6

52

4.7

3.6

4.2

4.7

45
4.5

3,9

90

5.9

(31)

3.8

6.7

5.4

7.3

94
6.5

75

6.8

8.1

7.1

7.5

8,6

7.9

7.5

8.4

7.6

6.7

6.0

7.8

(6.6)

6.5

1.1)

1.0

1.3

1.5

1.0

1,3

4.4

1.4

08

1.7cm

20

1.3

1,2

1,1

1,9

13

2.0

1.0

1.6

2.8

2.6

1.8

3.1

3.6

3,2

5.9

4.6

4.1

4.2

43

3.7

4.3

51

7.8

5.5

5,3

3,7

43

5,7

2,7

4.4

4.2

3.3

( (43)
( 17)

35

37

46

106

320

32.9

10,9

136  g

126

74

71

42

87

61

46

(31)

92

298

327

(61)

(107)

658

320

466

738

379

594

(478)

500

353

347

(934)

595

439

355

763

479

203

725

(262)

291
|

蛇紋岩(?)

チャート

硬砂岩

粘板岩

緑色変岩

石英斑岩

変輝緑岩

粘板岩
ホルンフェ
ルス

硬砂岩

粘板岩

〃

結晶片岩

〃

ホル ンフェ

ル ス

結晶片岩

粘板岩(?)

粘板岩

緑色片岩

チャート

蛇紋岩(?)

変輝緑岩

〃

〃

〃

安山岩

〃

〃

〃

〃

〃

〃

″

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

ホルンフェルスの風化し
たもの

片面に磨痕

両面及び両側面に磨痕

片面に磨痕

片面に磨痕

両面に磨痕

片面に磨痕

両面に磨痕

第1表 出土石器―賢表 〔単位はcmぉ ょびg,()内は現存値〕
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版

号

図

番 No 出上 区 種  別 最大長 最大幅 最大厚 重 量 石  材 備 考

68

85

65

92

7.6

6.6

6.3

76

7.6

71

50

67

6.2

5,4

7.4

5.9

8.6

8.0

8.4

81

5.8

6.8

73
118

92

7.4

19

1.4

19

18

17

1.6

(1,7)

1.5

(13)
1.5

(1.0)

13

2.5

2.4

23

2.0

2.0

||
″

〃

″

″

″

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

″

〃

〃

〃

〃

〃

〃

黒曜石

〃

″

〃

〃

〃

″

″

〃

″

〃

〃

〃

〃

〃

〃

片面に磨痕

両面に磨痕

片面に磨痕

片面に磨痕

1仁詈を握痕
片面に磨痕

両面に磨痕

両面及び片側面に磨痕

両面に磨痕

両側面に磨痕

先端脚部欠損

先端部欠損

先端部欠損

〃

〃

脚部欠損

先端部欠損

脚部欠損

脚部欠損

未成品

″
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版

号

図

番 血 出土 区 種  別 最大長 最大幅 最大厚 重 量 石  材 考
テ

備

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

/
25

26

27

28

29

30

31

1

2

〃

〃

〃

″

″

〃

〃

〃

2号住居

〃

″

3号住居

〃

″

″

〃

4号住居

″

〃

〃

″

5号住居

″

〃

〃

″

〃

〃

〃

6号住局

〃

〃

〃

〃

″

″

楔形石器

〃

〃

スクレイパ■

〃

縦長状制片

〃

〃

〃

″

〃

〃

〃

スクレイノ‐

〃

〃

スクレイパー

縦長状剥片

〃

〃

〃

〃

″

″

縦長状刹片

石 鏃

″

〃

〃

〃

″

楔形石器

スクレイブ‐

石

石

笠

鏃

笠

鏃

石

石

錐

鏃

石

石

2.1

2.0

2.4

32

3.2

4.4

3.5

5,4

63

(2.1)

(1.5)

2,1

(2.2)

2.2

18

1.6

26
2.5

30
5,3

16

2.4

50

51
41

27

17

17

2.5

(1.5)

(1,9)

2.1

2.1

(19)
30

(2.5)

(21)
2.3

2.4

2.1

26

2.5

3.8

15

1.8

2.2

2.7

35

33

1.5

2,0

2.2

1.2

18

1.3

1.6)

1.3

12

17

1,6)

24
17

15

1.4

2,0

3.1

1.2

20

10

15

1.2)

1.6

12)

15)

1.5

1.4

1.5)

16

2.1

2.3

1.5

14

1.6)

15

19

2.5

(

(

(

(

(

(

(

0.4

0.6

0.6

0,9

1,0

14

03

0.6

08

08

0.3

0.3

0.5

0.6

04

0.3

0.4

10

07

08

03

03

1.5

0,9

0.5

0.4

0.5

0.3

0.5

0.3

0.4

0.3

04

03

04

05

04

05

05

0.3

0,3

0.6

1.2

1,4

2.3

33

91

9,8

140

18

52

7.6

1.4)

0,6)

0.6

0,9)

07

0.5

1.1)

57
3.0

56
0.5

1.6

29,6

5.5

4,9

14

1.1

04)

22

0.6)

0.9)

0.5

06

0,7)

26

1.9)

1,9

2.1

0.5)

0,7

3.1

10,0

(

(

(

(

(

(

(

(

(

(

チャート

黒曜石

〃

〃

〃

〃

″

″

″

チャート

黒曜石

″

″

″

〃

〃

〃

〃

〃

〃

″

〃

〃

〃

〃

″

〃

〃

〃

〃

〃

〃

″

″

″

″

″

″

″

〃

″

″

基部欠損

先端部欠損

先端脚部欠損

脚部欠損

脚部欠損

脚部欠損

先端脚部欠損

〃

脚都欠損

先端部欠損

″

脚部欠損
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版

号

図

香 出 土 区 種  別 最大長 最大幅 最大厚 重 量 石  材 備 考

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

17

19

20

21

22

〃

〃

7号住居

〃

8号住居

〃

〃

〃

〃

〃

〃

9号住居

〃

〃

″

〃

″

〃

〃

〃

″

″

〃

〃

〃

〃

〃

〃

″

〃

〃

縦長状まJ片

石 字族

″

〃

〃

スクレイ′ヾ―

石

石

錐

鏃

〃

〃

″

スクレイ′学

〃

″

縦長状刹片

石 錐
石 鏃
〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

スクレイ′学

〃

〃

″

〃

〃

縦長状築J片

〃

〃

〃

″

″

〃

41

72

30

35

5,4

(18)

(1,6)

3.0

2.2

2,3

40

31

2.8

2.0

(2.1)

2.1

1.2

27
23

45

35

(15)

(1.6)

(15)
2.4

22
2.3

25)

25

(1.8)

26

2.3

3.1

1.8

2,3

3.9

33

44
4.1

4.2

4.5

4.3

5.4

(

22

21

13

08

1.7

1,5

18

(2.0)

1.5

1.7

2.0

1.0

22

1,7

1.4

1.2

2.2

3.8

3.9

23

13

20

18

18

(15)
12

18

(1.5)

1.5

16

2.0

14

23

2.5

2.2

2.3

19

14

1,9

17

0,7

13

1.5

0,8

11

06

0,3

08

03

0.4

06

05

03

08

06

05

0.6

0.4

0.5

02
08

07

06

08

04

0.3

0.3

0.3

0.3

03

03

07

03

06

0.4

0,9

1.0

08

08

06
03

06

0,7

10

0.5

0.5

5,8

15,9

2,2

0.8

8,4

05)

04)

23)

1.6

1.2

64

21

(

(

(

1.2

( 12)

11

0.7

5,0

75
43

3.3

( 15)

( 07)

( 0,6)

(08)
05

0,7

(0.9)

(0.8)

2.7

〃

黒曜石

〃

〃

〃

〃

〃

先端部欠損

〃

脚部欠損

先端部欠損

脚部欠損

先端部欠損

〃

先端脚部欠損

脚部欠損

先端脚部欠損

先端脚部欠損
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版
号
図
春 No 出土 区 種  別 最大長 最大幅 最大厚 重 量 石  材 考備

23

24

25

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

〃

〃

〃

10号住居

〃

〃

■号住居

6号小堅穴

〃

14号小堅穴

1号小堅穴

15号小堅穴

D・15

F-6

A-2

E-5

D-5

A-2

B-2

F■ 7

A-1

表 採

A-0

E-5

表 採
A-2

表 採
〃

A-2

D-5

G-7

A-0

B-4

G-3

F-7

DW7
B-2

B-9

E-6

C-5

F-7

C-5

鏃石

〃

〃

〃

スクレイ′‐

〃

〃

″

〃

″

″

〃

〃

〃

〃

〃

″

〃

″

楔形石器

〃

〃

″

〃

″

〃

スクレイ′学

〃

″

″

″

〃

縦長状制片

〃

〃

〃

〃

鏃石

3.1

3,2

6.2

17

2.8

(21)

12

16

2.6

32

30

7.1

1.6

2.2

2.5

(2.2)

2.2

2.5

2.2

2.1

3.2

2.4

3.5

(2.2)

1,9

1,9

1.5

1.7

1.9

1.6

1.9

2,2

2,4

3.8

8.1

3.0

4.1

2.0

2.2

38

3.2

4,7

3.4

3.1

1.8

2.4

1.5

2.0

1,4

09

24

30

39

3.7

3.6

14

1.6

1,9

1.9

2.0

25

(1.2)

1.1

1.7

1.6

2.3

(1.7)

2.2

2.0

1.9

2.5

2.2

2.0

24

15

1,7

2.0

5,7

3.4

3.3

1.0

1.0

1.0

1.1

2.0

21

0.8

0,6

0.9

04

0,7

0.5

0,2

0.4

0,7

0.8

0.5

1.6

0.4

0.6

0.6

0.3

0.4

07

0,3

0.2

0,3

0.5

0,7

0.3

0,3

0,4

0.2

0.4

0.6

0.4

0.8

0.5

0,7

0.6

1.2

1.1

15

03

0,3

0.3

0,7

1.0

0.8

6.4

3.2

115

0,9

3.0

1.5

0.2

24

4,1

12,4

7.1

39.2

0.6

1.8

2.0

1.3)

1.7

4.6

0,8)

0.6

1.1

2.4

7.4

1.2)

1.5

1.7

0.9

2.2

3.2

1,3

3,1

1.3

2.5

3.8

68.8

8.6

21.9

06

0,9

1.2

2.6

9,7

5.5

(

(

(

チャート

黒曜石

〃

〃

″

″

″

″

″

〃

〃

〃

チャート

頁 岩

黒曜石

〃

″

〃

〃

〃

″

″

″

″

〃

〃

″

′′

〃

〃

〃

〃

〃

先端部欠損

脚部欠損

先端部欠損

未成品

〃

側緑部欠損

未成品

未成品

脚部欠損
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号
図
一番 Nc 出上―区 糧  別 最大長. 最大幅 最頬 重 量 石  材 備 考

“

一弱

16

V
13

0
1

2

3

14

.5

6

T

18

9

10

1

2

31

4

5

6

7

Hコ∝ 11

3-2
A■0

B-2

B10

表 採

G-6

A-2

F工6

B-9

C-7

F■?

6号住居

;号住居

′

,

σ号住居

″

101研
12号小堅穴

S号住居

縦長状剖―片

石 錐

″

″

石
―
匙

石 皿

″

″

″

″
―

″.

石 棒

610

2.1

3;1

(2i l)

2iS

23
416

4.B

.3t O

3iう

4.3

4,5

(4.1)

■.1

(1年2)

(25Ⅲ 2)

(2Kli4)

(2412)

(―
1718)

(15,お)

(13.3)

2111

019

‐019

(013)

31e

1312

2tB

40
(312)

■7

a9
8.6

(.512)

810

(21,41

(22Ⅲ l)

(1281

(2812)

(雅妙

(15i4)

(1313)

O.0

つ.4

0.C

O.4

0.6

0.6

013

1.0

儀7

“

9

■2

■5

0・ 8

儀.8

619

7.6

7.7

弘つ

欽3

7.1

11,6

岳9

0,8

2.3

( ■O)

15.5

,.5

1■.5

整.3

(6.2)

15.1

2a2

a,o

(22)

3α l

(2200)

(49001

(24001

(4800)

143001

(2400)

(,300)

黒曜石

,

″

″

,

|″

子ャー ト

′

〃

′

粘板岩

玄☆岩

硬砂措
エルンフ■
ルス

安山岩
″

″
―

″

″

″

〃

基41欠損

刃部I都欠帳
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第 V章 成果 と課題

第 1節 屋内埋甕 について

第 57図は,住居址の主軸線に対する埋甕のずれと,炉址中′と、部と埋甕を通した壁間を100と し

た場合の出上位置を示したものである。ただし,第 6号住居址は全体が調査できなかったため,調

査部分の在 り方より炉址の位置を推定して行なった。また,第 9号住居址の場合は張り出し菩Ьを除

いた両壁の推定ラインで計測してある。

これによると,埋甕は主軸線とそれほどずれること

なく壁寄 りに位置しており,埋甕が住居出入田部周辺

に設置されていたことが知られる。ただ,埋甕は住居

出入口部周辺に設置されるけれども,住居出入口部の

どのような位置に埋設されるかということを明らかに

しておく必要がある。第 2号・ 4号・ 6号住居4との埋

甕は出入口部ピットの内側脇に埋設されており,第 1

号住居址の埋甕も出入口部柱穴と壁の間に埋設されている。埋甕は住居の出入田部に埋設されはす

るものの, しかし,出入口部の施設であっても人間が直接埋簑の上を通過する位置であるという説

明には,残念ながらこれらの資料を視る限りでは否定的である。

埋甕の埋設状態は正位 と逆位に分けられる。正位の埋甕は4例,逆位の坦甕は9号住居址に 2例

あり,正位の埋設が一般的であったと言える。正位の埋甕は底を有するものが 2例・底抜き1例・

底無し1例であり,逆位の埋甕は2例 とも底無しである。

埋甕は床面を基準として視た場合,口縁部を床面より若千出すものと床面と水平に設置したもの,

また床面の下位に設置するものとの三者がある。埋甕は,それぞれ土器の大きさに見合ったピットを掘り,こ

の中に埋設される。土器と掘 り方の間は褐色土やロームで埋める。埋甕内の上層は住居址の覆土と

変わるものではないし, 多くの埋甕内土層が自然堆積を示すことと, また河原石の豊富な所であり

ながら石蓋をしていない点を考慮すると,埋甕は本来が開口していたものと考えられる。 4号住居

址の埋甕は一度底部を抜いており,抜いた底部をまた元の状態に戻して埋設している。類例を知ら

ない埋甕である。

埋甕に直接付属する石蓋等の施設は認められなかったが,埋甕と関わる出入口部施設について注

意すべき点があるので記しておこう。

4号住居址は出入口部施設の一つである対状ピットを有し, 6号住居址も対状ピットとそれに小

ピットが違結した施設を有している。 9号住居l■は出入口部の掘 り込みが深いため,対状ピットや

第 57図 屋内埋甕の出上位置
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連結 した小ピットに関わる何 らかの施設が埋甕の上位に設けられていた可能性が強い。 また, 9号

住居址は出入口部の壁をわざわざ張 り出させている。

9号住居址のごとく,住居出入口部に相当する部分の壁が張 り出す要因については,住居内にお

ける埋簑の急激な増加によるものと説明されている (山本輝久 1977)が,こ うした背景 とは別な背

景が存在するものと思われる。なぜならば,埋甕を複数有する住唇址は建直し,建替えの行なわれ

た住居址である可能性が強 く,埋甕は一個体を埋設するのが本来の姿なのである。それに,先にも

視て来たとうり,埋甕は住居出入口部を指向して埋設されるけれども,そ の位置は出入田部 とは言

っても,人間が必ずその上を通過することが保障された位置ではなかった。 ところが, こうした在

り方 と対称的な姿を見せているのが張 り出し部を有する住居l■なのであり, この辺に張 り出し部出

現の背景が隠されているものと思われる。

張 り出し部を有する住居址では,出入口部である張 り出し部 と埋甕は必らず主軸線上 に設けられ,

建替えが行なわれた住居址は別として,埋甕は一個体設けられている場合が多く, しかも埋甕は張

り出し部の中か張 り出し部に寄って位置するという共通4生にある。そして,当然何 らかの施設の存

在が予想される対状 ピットと連結する小ピットの存在は,張 り出し部と共に住居の出入口部を埋甕

に対 して極めて限定することになる。言い換えれば, これらの施設を設けることにより,埋甕は必

ずその上を人間が通過することを保障されるのであり, 9号住居逸とはそのために張 り出し部を設け

建替えをしたものと解釈したい。埋甕は住居の出入りに際 し,必 らず踏まれるか跨がれる必用のあ

った施設 (藤森栄-1969)な のであり,埋甕の上を必ず人間が通過するという,埋甕に対する出入

口部のさらなる重要祝化のもとに出現 したものと考えられはしないだろうか。張 り出し部 を有する

住居が柄鏡形住居,あ るいは敷石を有する柄鏡形住居へ移行する (山本輝久 1976)意義 もこの辺に

あるものと言えよう。張 り出し部は住居の出入口部であり,柄鏡形住居の柄部もまた住居の出入口

部である。 しかし,柄鏡形住居の柄部は単なる住居の出入口部ではなく (村田文夫 1975), 以上の

ような意義を持って出現したと思われる張 り出し部の観念形態が,中期末から後期初頭 というその

時代背景の中でより肥大化したものと思われ,柄部の先端には埋甕の他に石棒までもが設置される

ようになるのである。

9号住居J■は主軸線上に逆位の埋甕が二体埋設されている。埋甕 No.2は 張 り出し部の構築 と住

居の建替えに伴い埋甕内は一気に埋め戻され,厚い貼 り床で被われた。貼 り床された埋甕につしュて

は伏甕として神村透氏によって紹介されている (神村透 1974)。 本例は住居の建替え,土器自体の

在 り方,例えば底部が底無しであること等や埋設されている位置から視て,住居の建替えに伴なっ

て貼 り床された埋甕であり,伏甕 とは異なる。

9号住居l■の埋甕は二本とも逆位であり,張 り出し部構築に伴ないより大型の上器を埋設してい

る。用いられる土器の大きさ, さらには埋甕の埋設状態等,例えば逆位に埋設することの必然性等 ,

埋甕の形態の違いをすべて同一行為の所産 として見lttす ことはできないかもしれない (宮坂光昭他

1966)。 本遺跡の例に限って言えば, 9号住居址の二体の埋甕は先の基準において明らかに他の住
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唇址の埋甕とは異なる。大型の埋甕と小型の埋甕では埋設する際の状況すら異なるのであり, ちな

みに,9号住居址の埋甕は男性の大人が二人を卜りでやっと取り上げたほどである。蛇足ではあるが,

発掘時の感想として,他の住居の埋甕は幼児でも改葬すれば兎も角も,こ の埋甕なら埋葬もより可能
だなと感じたほどであつた。

第 2節 小竪穴について

調査 した刈ヽ竪穴には大きくとらえて三類型がある。

1類 :平面形は円形か楕円形であり,掘 り込みが比較的浅 く,断面形がタライ状を呈するもの。
壁中・壁下・底面には小ピットが穿たれており,壁中・壁下の小ピットは小竪穴の中央部に向かっ
て斜位に穿たれ,底面のものは垂直に穿たれている。遺物は多く出土していないが,第 5号小竪穴
より敲石が,第 3号小竪穴より上器成作時に用いられる砂状に風化の進んだ花南岩が出土している。
また第 12号小竪穴には石皿片を伴なう礫が遺存 してお り,第 13号小竪穴にも礫が遺存していた。
第 1号 。2号 。3号・5号・7号・8号 。12号 ,13号 。14号 。17号・18号・19号・20号小竪穴が相

当し,台地南寄 りのグループと北寄 りのグループとに別れる。

2類 :平面形は円形か楕円形であり,掘 り込みが深 く壁が直壁にちかいもので,断面形が鍋底状
か筒状を呈するもの。遺物はほとんど出上 していない。第 6号・9号 。10号 。11号 。15号・ 16号 刻ヽ

竪穴が相当し, ほとんどが台地中央部より北へ寄って位置している。

3類 :平面形は隅丸長方形を呈 し,長軸での断面形はタライ状 を呈する。底面には長軸線上に比
較的大きいピットがニィ固垂直に穿たれており,そ の周辺にも小ピットが垂直に穿たれる。また,壁
中・壁下にも小ピットが斜位に穿たれている。遺物は出土 していない。第 21号・22号小竪穴が相

当し,台地中央より若千南に位置している。

以上のように,本遺跡での小竪穴には大 きく三類型がある。それぞれの小竪穴は一部の例を除き,
その所属時期を決定するのは因難であるが,第 2号・5号小竪穴が中期後半 と祝られる 13号住居址
を切っていること,第 7号小竪穴が曽利 H期の 8号住居址にょって切 られていること,第 14号・

19号小竪穴等から前期の土器片が出上していること等を考え合わせると,1類小竪穴には前期 と中
期のものが含まれているだろう。2類 とした小竪穴は,第 9号・10号小竪穴が 8号住居l■によって
切 られているため,曽利 H期以前の小竪穴 とすることができる。中期後半の集落は曽利 H期 より開
始されており,そ れ以前に集落を首なんでいた時期は前期である。 したがって,決定的な確証に欠
けるものの, これらの月、竪穴はおおょそ前期に位置するものと見lttし てよいだろう。また,第 6号
小竪穴からは中期終末～後期初頭の上器が出土してお り,第 16号小竪穴からもやはり後期初頭の
上器片が出土 している。 したがって 2類 とした小竪穴には前期 と後期初頭のものとが含まれている
と考えられる。3類小竪穴は第 22号小竪穴が 3号住居址によって切 られるという関係にあるため ,

前期末葉以前の小竪穴とすることができる。
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さて各類小竪穴の性格であるが, 1類小竪穴は壁中・壁下・底面の小ピットの在り方より視て,小

竪穴には何 らかの形で上屋が架けられていた可能性が強い。覆土は観察した限 りの小竪穴では自然

堆積の状態を採っていた。また,堅呆類等の食用植物の炭化物は出土 していないが,刀、竪穴の底面
に遺存 していた花商岩を例証としても,1類小竪穴は貯蔵穴 としての性格を有するものと解釈する
のが最 も無理のない解釈であろう。

2類小竪穴は小竪穴としての規模 も大 きく,男性の大人が膝を抱えた姿勢で体全体が容易には入

るほどの大きさである。覆上の埋没状態は観察できなかったが,月、竪穴自体の形態から祝て 1類小

竪穴とは明らかに性格を異にするものと思われる。確実な証拠をとらえた訳ではなく推測の域 を出な

いが,墓穴として解釈するのが最 も蓋然性に富んでいるものと言えないだろうか。

3類小竪穴は落 し穴と考えられる遺構であり,時期は不明だが早期後半に位置するものと思われ

る。市内では城の平遺跡 (宮坂英式・宮坂虎次 1966)に 次 ぐ二遺跡 目の調査 となった。形態は,今

村啓爾氏が霧ヶ丘遺跡の上城を分類 した中の A3型 (今村啓爾他 1973)に近い。両者は長軸線を台

地南へ引いており,二基で一グループを成す例であり,両者の位置は平行関係にある (石川和明他

1973)。 とすると,3類小竪穴は未調査部にも何基かが存在 しているものとの予測が立つ。 3類小竪
穴は,底面のピットも含めその構造が問題 となる。特に本例のごとく,壁中に斜位に穿たれた小ピ

ットについては,類例が少ないためもあるが特に問題とされたことはなく,分類の対象とすらされ

ていない。3類小竪穴はそれほど深い掘 り込みにはなく,旧 地表面からの掘 り込みを勘柔 しても,

それほど深い構造にあったものとは期待できない。 したがって,底面と壁中に穿たれている小ピッ

トの関わり方が,改 ためて全体の構造の中で問題 とされなくてはならないだろう。こうした小 ピッ

トの有する構造上の意義が明らかにされてくるならば,掘 り込みは浅 くとも, これらの小竪穴が落

し穴であるという仮説は, より説得ツ陛の強いものとなってくるのではないだろうか。

第 3節  中期後半の上器 について

第 1号住居址出土土器はほとんどが曽利 H期の上器であった。そのうち,1・ 2と 遺構外 出土の

18は 所謂唐草文系土器の仲間であり,従来よりその分布の主体は松本盆地・伊那谷にあると言われ

ている (宮坂光昭他 1968)。 事実,唐草文系土器群は曽利式上器群の主体的な分布域である山梨県
から南関東の一部にかけての地域では出土せず,わ ずか山梨県柳坪遺跡 (末木健他 1975)B区 ■

号住居址出上の曽利 H期の上器,同 県頭無遺跡 (末木健他 1975)18号住居址出上の曽利皿期の土

器が関係 しているのみであり,山梨県長坂町周辺が唐草文系土器群分布の東限地域であると見llkせ

よう。6は特異な鉢形を呈する曽利 H期 を特徴付ける土器の一つであるが,曽利Ⅲ段階までも伴 う

ようである。この土器は諏訪湖周辺から八ヶ岳山麓,南関東にかけての地域で出土し,両耳把手の

付 くものと付かないものとの二類型がある。諏訪湖周辺・八ヶ岳山麓のものは両耳‡巴手が付 き,曽

利 H期のものが多い。長塚遺跡 (会田進他 1971)3号住居址・茅野和田遺跡 (佐藤攻他 1970)東地
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区 38号住居址 ,大畑遺跡 (武藤雄六 1965)3号住居址等から出土している。両耳把手の付かないも

のは山梨県から南関東にかけての地域に多く,当麻遺跡 (白石浩之他 1977)・ 尾崎遺跡 (岡本孝之

他 1977)等から出土しており,当麻遺跡では曽利Ⅲ期まで伴 うようである。8号住居址は床面出土

の 14を除き,他 は曽利Ⅲ期の土器である。 12号住居址出上の第 35図 4は ,把手が付 きはするが曽

利遺跡 17号住居」■出上の全面に組文をlyt文 した曽利 H式上器 (藤森栄一他 1967)と 共通する。

曽利Ⅲ期の土器は第 9号住居址出上の埋甕・覆土中の上器群の一部・屋外埋甕等が相当する。19

の屋外埋甕は胴部をH状 に太い沈線で区画しており,曽利Ⅲ式上器の特徴をそなえている。ただ,

H状の区画間に渦巻状の懸垂文が配されていないことと, また尾崎遺跡第 11群 中の同型式の土器

の存在を考慮すると,曽利皿期の中でも新 しい段階のものかもしれない。胴部をH状 に沈線で区画

する土器は,大深山遺跡 (八幡一郎 1976),頭 無遺跡に良好な資料が多い。9号住唇 j■出上の 22

は曽 H期の唐草文系土器として視 られるが,覆土中の伴出土器群の時期を考慮すると, この唐草文

系土器は曽利Ⅲ・Ⅳ期の上器である可能性が強いっ我々が 51年 に調査 した下ノ原遺跡においても,

両把手を有する同型式の土器が曽利m・ Ⅳ式土器と共に住居址の床面より出土している。唐草文系

土器はかなりの時間幅を有する土器であり,唐草文系土器 自体の変遷過程がその編年的な位置と共

に改めて問題とされる必要がある。29は加曽利 E2式上器であり,311よ加曽利 E2式の新 しい段階

の土器である。共に搬入品と視 られる。30は 29等 と関係する地元で作 られた土器であり,胎土や

焼きは曽利Ⅲ式土器と似ている。加曽利 E2期 は個男U土器 自体の移動により上器の分布域が広 まる

時期であり (新藤康夫 1976),諏 訪地方においても搬入された,あ るいは搬入品と関係する土器が

曽利Ⅱ・ III期の土器と共に出土している。数例上げれば,長塚遺跡 3号住居址では曽利 H期の土器

と伴出しており,荒神山遺跡 (伴信夫他 1974)8号住居址では加曽利 E2式の新 しい段階の上器が

曽利 III期 の上器 と出土している。また,26号住居址 ,33号住居址でも曽利 H式上器 と伴出してお

り,同遺跡 (平出一治他 1975)84号住居址では加曽利 E2式 の新 しい段階の上器が曽利 H式上器 と

覆土中より出上している。加曽利 E2式が曽利 H式 と伴出関係にあることと, さらに曽利Ⅲ式上器

が加誉利 E2式に伴なうことは既に指摘されている (並木隆他 1972)。 当地方においても曽利 H式

に加曽利 E2式が伴ない,曽利Ⅲ式に加曽利 E2式の新 しい段階の土器が伴出することは明らかであ

る。 したがって,両者の伴出関係から祝て加曽利 E2期 は曽利 H期と平行関係にあり,加曽利 E2期

の新 しい段階が曽利Ⅲ期 と平行関係にあるものと言え,両者の伴出関係は加曽利 E2期が明らかに

二分されることを意味している。

曽利Ⅳ期の上器は2号住居址の埋甕・6号住居址の埋甕と覆土の上器,9号住居址出土中の 34・

35,37～ 40。 10号住居址出上の土器が相当しよう。土器は口縁に横位の沈線をめぐらし,環状の区

画が残るものもある。胴部は低い隆帝や沈線によって区画される。この区画は曽利 V式 では多くが

沈線で行なわれるようになる。また,曽利Ⅲ式土器の地文 として特徴的だった半我竹管状工具によ

る条線状の沈線は,曽利Ⅳ期では櫛状工具を用いて施文する例が夕くなるようだ。

曽利 V期の土器は 4号住居址の埋甕 。9号住居址覆土中の 41,42が相当し,縄文地にわらび状の
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太い沈線を有する土器は出土 しなかった。曽利 V式 に特徴的なハの字文を有する土器の胴部区画は

沈線で行 なうのが一般的であるが,11は低い隆帯によって区画 しており,若千古い様相 をもつもの

と思われる。42は 六区画の文様単位で構成されるが,一単位のみ施文法を変えている点において

類例のない土器である。市内で曽利 V式土器を出土 した住居址は尖石遺跡 (宮坂英式 1957)第 4

号・茅野和国遺跡東地区 52号・同遺跡の 49年調査 (宮坂虎次 1974)の 第 3号住居址がある。

第 6号小竪穴出土の 1・ 2は加曽利 E4式上器である。 1・ 2共に胴部の文様構成は不明である。

1は胴上位 を沈線で∩状に区画するものと思われるが,区画の内外には縄文は施文 されていない。

2の胴部文様構成も関東方面の類型とは若千異なるもののように思われる。 1・ 2共 に口縁の内湾す

る胴部中位が括れる器形になろう。口縁の無文帯は短かく,徴隆起で区画し,徴隆起線に沿って円

形の刺突文が加えられている。また,2の刺突を有するS字状の貼 り付け文も加曽利 E4式 に特徴

的である。八ヶ岳山麓においては,曽 利 V式上器 と後期初頭の上器を継なぐ土器は不明であ り,曽

利 V式上器が加曽利 E4期 までは下らない (今村啓爾 1977)も のとすれば, また当地方においても

称名寺式の初期の段階の土器が存在するものとすれば,曽 利 V式の終焉と称名寺式第 I期 (青木秀

雄 1977)・ 称名寺 la。 lb(今村啓爾 1977)の FHEに は,少なくとも一型式介在することになる。戸

田哲也氏は加曽利 E4式土器を新古に三分されてお り,山梨県海戸遺跡の曽利 V系統の上器群 を,

加曽利 E4新式に先行する時期に位置付けている (戸 日哲也・奥隆行 1977)。 また,戸田氏によれば

柳坪遺跡 B区 16号住居址 と頭無遺跡 16号住居址では,曽 利 V式土器に加曽利 E4古式がわずかに

伴出しているというが, これらの土器はむしろ加曽利 E3式の範疇にある土器ではないだろうか。

加曽利 E4式上器は中ッ原遺跡・和田遺跡 (宮坂虎茨 1974)等 で出土 しているが,住居址での確実

な曽利 V式土器との伴出関係はなく,曽利 V式上器のみを出土する住居址がほとんどである。そも

そも曽利 V期の住居址数の少ないこともあり,曽 利 V式 と加曽利 E4式土器群 との伴出関係は,現

時点ではなお不明確な点が多い (末木健 。伊藤
′
1亘彦 1977)。 ひるがえって,本遺跡の第 6号小竪穴

は混入と考えられる曽利Ⅲ・Ⅳ式土器片が若千出上 したものの,曽利 V式土器は出上しなかったし,

曽利 V期の住居 l■ と視 られる第 4号住居址からは加曽利 E4式上器は出土していない。加 曽利 E3

式と4式の型式上の区分の問題,あ るいは加曽利 E4式の新古の関係がより明確になってくるまで

は, とりあえず戸田氏の言われる加曽利 E4新式を加曽利 E4式 として理解しておこうと思 う。し

たがって,加曽利 E4式土器は曽利 V式土器に続 く独 自な時間帯を有する土器であると見倣 してお

き,第 6号小竪穴出上の加曽利 E4式上器を,曽利 V式 と,そ して今後明らかにされて くるであろ

う,初期の称名寺式土器群 との間に位置付けておこうと思う。

第 4節  中期後半の集落 について

調査 した各住居址の時期は,埋甕を有する住居址は埋甕をもって判定し,埋甕を有 しない住居址

は床面出土 と考えられる土器と覆土中出上の上器をもって判定した
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調査 した中期後半の住居址は 9軒であり,曽利 H期 3軒・曽利Ⅲ期 1軒・曽利Ⅳ期 3軒・曽利 V

期 1軒・不明 (曽利Ⅲ期 ?)1軒 であった。また,小竪穴はそれぞれの時期決定が困難であるため,

ここでは住居址の変遷を中心に記述を進めることとする。その他に曽利Ⅲ期の屋外埋甕が一基検出

されている。

今回調査 した位置は,東から西へ突き出た舌状台地の比較的先端部に近い位置である。昭和 27

年に諏訪考古学研究所で,地点は不明だが台地突端の緩斜面を調査している (藤森栄-1969)。 そ

れによると, この斜面からは中期後半の遺物は出土しなかったようであり,台地突端の斜面へは土

器等が廃棄されなかったものと言える。 したがって,仮 に台地の斜面にそうした場の存在を相定す

るならば,台地の西斜面以外の斜面ということになろう。

住居址は台地北側 と発掘区西部,それに台地南側に分布 しており,広場と祝 られる中央平坦部に

は住居は構築されていない。仮に,1号住居址 。12号住居址・6号住居址・4号住居 l■ を結ぶ形に

西側の住居領域があるものとすれば,調査区東側に住居l■が検出されていない事実から祝て,中央

の広場はさらに東側へ伸びているものと見倣すことができる。そして,住居領域はこの広場を取 り

囲む形に形成されていたものと想定できる。つまり,中期後半の集落は,曽利Ⅱ期以来中央広場に

住居を構築することなく, この規範にそって,各時期ごとに住居領域を移動 していたものと思われ

るのである。また,集落の出入口部は,各住居址の出入口部の方向から視て各時期ごとに若千の移

動はあるものの,各時期を通 じて台地南側にあったものと言えよう。

中期後半には入 り最初に本台地に集落を構えたのは曽利 H期の人々であった。住居址は 1号住居

址 。8号住居址・12号住居址である。1号住居址は竪穴成員の増加によるものであろうか一回の同

心円上に拡張が行なわれ,拡張に伴ない新たに埋甕が埋設された。8号住居l■には埋甕施設はない

が,石棒を有 していた可能性が強い。この石棒は分割 されたもので,炉址内より出上した。8号住

居址は 1号住居址 と共に炉石がすべて抜き取られている。想像 をたくましくすれば, この分害1さ れ

た石棒 (石棒を分割すること)と 炉石を抜き取ることとが,何 らかの関係にあったものと思えない

こともない。住居領域は広場の主に西と北側であったと思われる。

曽利 III期の住居址は,9号住居l■ と主軸線の方向から視て 13号住居址 とが相当しよう。9号住居

l■は石垣 ピット・埋甕を有する, いわば特殊な性格の強い住居l■であり,曽利Ⅱ期では行なわれな

かった屋内での石柱祭式 (長崎元広 1973)が採 り行なわれていたものと思われる。中央広場には初

めて屋外埋甕が埋設され,集落成員間の紐帯の再編 (山本輝久 1977)が意識され始めた。中央広場

に新たに屋外埋甕が出現することといい,祭祀性の強い 9号住居址が何 らかの理由により新たに埋

甕と張 り出し部を設け住居を建て替える等,曽利Ⅲ期は本集落にとって大きな一つの転換期であっ

たことを物語っている。住居領域は広場の北と南であったと思われる。

曽利Ⅳ期では 2号住居l■ ,6号住居址 。10号住屋l■が構築された。 2号住居l■は小型な住居址で

はあるが 8本主柱 という類例の少ない柱穴プランを採 り,屋内貯蔵穴を有した。10号住居址は 2号

住居址 。6号住居址 とは異なる床面構造のもとに構築され,や はり屋内貯蔵穴をもっている。埋甕

―- 92 -―



は 2号・6号住居址に設置されており,曽利Ⅳ期は埋甕の設置率が最 も高 くなった時期 と視 られる。

このことは,本遺跡より直線距離にして南へ約 4kmほ どの位置に所在する,茅野和田遺跡東地区の曽

利Ⅳ期の住居址群のすべてに埋甕が設置されていた (佐藤攻 1971)こ とから, ある程度裏付けるこ

とができるだろう。住居領域は広場の西 と南側であったと思われる。

曽利 V期の住居l■は 4号住居址が一軒明らかになったのみである。曽利 V期は,そ れまでのある

程度の集落規模の拡大イヒに反し,集落規模が縮少したと考えられる時期である (長崎元広 1973)。

事実,本遺跡においても4号住居址一軒が明らかになったのみであり,曽 利 V期の上器の出土量が

少ないことから視ても,未調査部にもそれほど多くの住居址が存在 しているものとは思われない。

住居領域は広場を背にした南イ買1であったと思われる。

霧ヶ峰山魂南斜面の裾野に展開する縄文中期後半の遺跡の中で, よせの台遺跡はどのような性格

の集落であったのだろうか。周辺遺跡の調査が進んでいないため,中期後半の一つの遺跡群の中で

のいくつかの集落の在 り方の一つのモデルとして,仮 に尖石 と与助尾根 を例に採って,よ せの台遺跡

の性格の一端を垣間見ておこう。

尖石は規模の大きな台地に占拠し,中期前半に集落が構えられて以来,と くに中期後半を通して集

落が首なまれた遺跡である。各細時期ごとの集落の継続と断絶の問題は兎も角も,一応継続する集

落であったと言える。これに対し与助尾根は規模の小さい尾根上に占拠 し,曽 利 II期に忽然 と集落

としての姿を現わしている。与助尾根に集落が営なまれた時期の住居址数は,調査され明らかにさ

れている範囲での尖石の住居l■数 とほぼ同じであるが,存在が確認されている炉址を有する住居址

や未調査部を勘柔すると,尖石ではさらに住居址数が増加するものと思われる。集落の規模を,住

居址の数や特殊遺構等の存在をもって現象的に評価すれば,尖石は比較的規模の大きな継続する集

落であり,与助尾根は限られた時期に営なまれたそれほど規模の大 きな集落であったとは見ltkせ な

い。 したがって,尖石 と与助尾根の在 り方を透 して視 ると,一つの遺跡群は比較的大きな継続する

拠点的な性格の強い集落と,限 られた時期に営なまれる集落,拠′ミ的な集落よりも規模の小さい集

落等によって構成 されているものと予想することができる。

よせの台は台地自体の規模も与助尾根 と同様にそれほど大きな台地ではないし,構築された住居

l■の数 も多いとは視 られない。先のモデルに相当させるのならば, ませの台は与助尾根に近い性格

の集落であったとも思われる。となると,当然比較的規模の大きな継続する拠′点的な性格にあると

思われる集落の存在が周辺遺跡の中に想定されることになる。霧ヶ峰山魂の南斜面の裾野に展開す

る分くの遺跡の中で,比較的大きな集落の存在が予測できる遺跡は,そ の占拠する地形の在 り方か

ら視ても,ませの台遺跡より西へ800m程離れて位置する駒形遺跡,あ るいは一本木地籍より特殊 な双

口土器を出土している (武藤雄六 1965),よ せの台遺跡 とは指呼の距離にある一ノ瀬遺跡であ り,

これらの遺跡が, よせの台遺跡を含めた霧ヶ峰山魂の南斜面の裾野に形成された遺跡群の中での拠

点的な集落であるものと予測することができる。

よせの台這跡は,そ の立地する地形 と調査 した範囲での遺構の在 り方等から祝る限り,霧ヶ峰山
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魂の南斜面の裾野に展開する遺跡の1中での拠点的な集落であるとは見倣せない。ただ,こ―うした性

格を推定するのに尖石―と与助尾根をモデルにしたことに問題があるし,ま た分析も不十分である五

なによりも遺1跡の‐部を調査したにすぎないことと周辺遺跡の調査が進んでいないというこ.と 力ヽ

この関題につぃて具体的に多くを語れない不備となっている。こ.の ことについては|,本遺跡も含め

た周辺遺跡の1将来の調査を期し,遺跡群を構成する集落自体|の性格について,他の遺跡群の調査と

共に改めて―採り上げて希かなくてはならない課題であると思っている。
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第 お わ り に

本遺跡の所在する米沢には,大正から昭和の初めにかけて,日実文朗という医師が開業在住 し,

医療のかたわら,盛に考古資料の蒐集に打ち込み,村人は医薬の代償 として土器や石器を献 じたと

言われ,今 も語 り草となっている。田実医師の収蔵資料は,鳥居龍蔵博士の諏訪史第一巻に記載さ

れ,その編纂に棒益するところが大であった。昭和 9年没後は片倉懐古館に移 り,現在は諏訪美術

館に保管され,そ の一部が展示されている。資料は石器が主体で,特に黒曜石製の石鏃等の小形石

器の精巧さと豊富なことに驚かされた。その大半がこの米沢地区の諸遺跡から採集されたものであ

り,米沢地遺跡の性格を示唆するものである。田実氏は発掘は行わず,専 ら表面採集のみのようで

あった。該地区における遺跡発掘調査は,昭和 20年代の後半から30年頃にかけて,諏訪清陵高校

地歴部,諏訪考古学研究所,尖石考古館,諏訪実業高校地歴部により行われたが,い ずれも小発掘

に止まり,一つの遺跡の保有する性格を解明するまでには至らなかった。下って昭和 48年 に茅野

市教育委員会による丸山遺跡の緊急発掘調査があるが, この遺跡は孤立丘に立地する小遺跡であり,

米沢地区における遺跡の分様性,特殊性を示す程の成果は得 られなかった。

今回,本遺跡の調査により初めていくつかの重要な知見を得ることができ,改めて,霧ヶ峰山塊

南麓に展開する遺跡群の重要性を確認すると共に,今後の研究調査に数多くの問題を提起すること

のできたこと誠に幸であった。

垂早Ⅵ
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